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今
月
の
主
な
紙
面

●政治連盟 活動報告と方針　 1面

●年頭所感　 2～ 7面

●定期講習会場一覧　 8面

●青年部活動報告　 12面

　

全
日
電
工
連
は
、
合
同
会

議
（
第
1
0
5
回
臨
時
総
会

と
第
13
回
政
治
連
盟
通
常
総

会
）
を
2
月
16
日
に
愛
媛
県

松
山
市
で
開
催
す
る
。

　

政
治
連
盟
通
常
総
会
で

は
、
2
0
2
2
（
Ｒ
4
）
年

度
の
事
業
報
告
、
2
0
2

3
（
Ｒ
5
）
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
、
今
後
の
活
動

や
方
針
な
ど
の
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　

当
政
治
連
盟
で
は
、
自
由

民
主
党
有
志
議
員
か
ら
な
る

「
電
気
工
事
議
員
連
盟
」
の

お
力
添
え
を
頂
く
と
と
も

に
、
関
係
行
政
の
ご
理
解
に

よ
り
永
年
の
懸
案
事
項
で
あ

っ
た
「
電
気
工
事
士
法
施
行

規
則
改
正
」
が
実
現
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
第
一
種
電
気

工
事
士
の
実
務
経
験
年
数
短

縮
化
・
免
状
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
カ
ー
ド
化
・
旧
姓
使
用
お

よ
び
免
状
申
請
提
出
書
類
の

緩
和
措
置
が
実
現
、
更
に
は

災
害
復
旧
に
係
る
「
電
気
事

業
法
改
正
」
等
数
々
の
活
動

成
果
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

　

税
制
関
係
の
成
果
で
は
、

当
連
盟
相
談
国
会
議
員
の
主

導
に
よ
り
、
税
制
改
正
で

2
0
1
8
（
Ｈ
30
）
年
度
か

ら
法
人
版
事
業
承
継
税
制
が

拡
充
さ
れ
、
2
0
1
9
（
Ｒ

1
）
年
度
か
ら
は
、
個
人
事

業
者
の
事
業
承
継
税
制
も
整

備
さ
れ
た
。
両
税
制
と
も
10

年
間
の
期
間
限
定
措
置
で
あ

る
が
、
中
で
も
贈
与
税
納
税

猶
予
5
年
以
後
の
届
出
書

は
、
税
務
署
お
よ
び
経
済
産

業
省
地
方
部
局
へ
重
複
し
て

書
類
を
提
出
し
て
い
た
が
経

済
産
業
省
地
方
部
局
の
み
に

提
出
と
改
善
さ
れ
、
あ
わ
せ

て
税
務
署
提
出
書
類
は
貸
借

対
照
表
・
損
益
計
算
書
が
不

要
と
な
る
な
ど
簡
素
化
さ
れ

た
。
ま
た
、
政
策
面
で
は
、

一
般
住
宅
用
蓄
電
池
設
備
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
取
り
換
え

に
つ
い
て
も
一
定
の
要
件
は

あ
る
も
の
の
、
住
宅
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

更
に
は
、
要
望
の
強
か
っ
た

高
所
作
業
車
の
経
審
加
点
に

つ
い
て
も
、
作
業
床
高
さ
2

ｍ
以
上
の
場
合
、
令
和
5
年

1
月
以
降
の
申
請
で
は
加
点

さ
れ
る
こ
と
も
実
現
し
た
。

【
主
た
る
要
請
事
項
の
方
向

性
】

◆
予
算
に
対
す
る
要
望

①
仕
事
づ
く
り

（1）
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
に
係
る
各
種

補
助
金（
設
備
費
＋
施
工
費
）

の
継
続
・
新
設

（2）
災
害
対
応
設
備
新
設
・
移

設
に
係
る
補
助
金
等

②
人
づ
く
り

（1）
電
気
関
係
教
育
訓
練
機
関

に
対
す
る
予
算
措
置

（2）
人
材
確
保
育
成
・
働
き
方

改
革
対
応
補
助
金
新
設

（3）
外
国
人
雇
用
関
連

◆
税
制
に
対
す
る
要
望

①
業
界
づ
く
り

（1）
中
小
企
業
に
対
す
る
税
制

・
消
費
税
（
特
に
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
）
優
遇
措
置

②
人
づ
く
り（
後
継
者
養
成
）

（1）
親
族
や
第
三
者
に
対
す
る

承
継
税
制
恒
久
化

（2）
相
続
に
対
す
る
税
制

◆
政
策
に
対
す
る
要
望

①
安
全
安
心
の
提
供
に
対
す

る
要
望

（1）
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
電

気
保
安
関
連
（
調
査
業
務
・

家
庭
用
太
陽
光
発
電
設
備

等
）

（2）
電
気
工
事
業
法
・
電
気
工

事
士
法
関
連
（
無
資
格
者
施

工
・
資
格
関
連
等
）

②
仕
事
づ
く
り

（1）
建
設
業
法
関
連

（2）
建
設
業
一
体
と
し
た
働
き

方
改
革
法
順
守
体
制
の
指
導

③
業
界
づ
く
り

（1）
中
小
企
業
関
連
法
制
等
の

組
合
組
織
体
制

・
団
体
法
上
の
構
成
員
数
の

緩
和
要
請

・
中
小
企
業
基
本
法
に
準
じ

た
中
小
企
業
の
定
義
の
統

一
化
要
請

【
要
望
事
項
】

◆
税
制
措
置
・
金
融
措
置

①
中
小
企
業
税
制
・
消
費
税

な
ど
に
つ
い
て

（1）
社
会
保
険
料
・
労
働
保
険

料
の
減
免
・
納
付
猶
予
措
置

の
延
長

（2）
中
小
企
業
の
交
際
費
課
税

特
例
措
置
の
延
長

（3）
中
小
企
業
役
員
退
職
金
課

税
金
額
見
直
し

（4）
中
小
企
業
者
が
機
械
等
を

取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却

ま
た
は
法
人
税
の
特
別
控
除

（5）
印
紙
税
に
つ
い
て

（6）
消
費
税
転
嫁
対
策
特
措
法

の
順
守
指
導
徹
底

②
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ

る
政
府
系
及
び
民
間
金
融
機

関
か
ら
の
特
別
貸
付
制
度
返

済
期
限
延
長

③
働
き
方
改
革
関
係
減
税
措

置
要
望

◆
予
算
措
置

①
令
和
9
年
3
月
を
期
限
と

す
る
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

処
分
支
援
補
助
金
創
設

②
地
域
中
小
企
業
の
担
い
手

確
保
・
定
着
支
援
交
付
金
の

合同会議合同会議
▽開催日

2023（令和5）年2月16日（木）

▽開催場所

ＡＮＡクラウンプラザホテル松山

▽会議

①理事会・政治連盟役員会

②全日電工連第105回臨時総会

③全日電工連政治連盟第13回通常総会

④ＤＸサービス(ＤＥＮ-ＵＰ)説明会

拡
充

③
中
企
庁
「
サ
ー
ビ
ス
等
生

産
性
向
上
Ｉ
Ｔ
支
援
事
業
」

の
拡
大

④
災
害
対
応
設
備
（
停
電
時

活
用
装
置
設
置
・
災
害
対
応

設
備
移
設
等
）
補
助
金
創
設

⑤
小
中
学
校
電
気
お
よ
び
通

信
イ
ン
フ
ラ
設
備
対
策
交
付

金
の
充
実

◆
政
策
措
置
等

①
第
一
種
電
気
工
事
士
受
験

機
会
の
拡
大

②
電
気
工
事
士
等
の
無
資
格

者
に
対
す
る
資
材
販
売
時
の

免
状
提
示
な
ら
び
に
法
改
正

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
入
札
制
度
・
ス
ラ
イ
ド
条

項
の
拡
大
指
導
・
公
共
工
事

労
務
単
価
見
直
し

④
厚
生
労
働
省
「
つ
な
ぐ
化

事
業
」
対
象
の
拡
大

⑤
石
綿
事
前
調
査
の
簡
素
化

⑥
特
定
技
能
制
度
に「
電
工
」

を
加
え
る

【
議
員
連
盟
を
介
し
た
要
請

事
項
の
成
果
お
よ
び
進
捗
】

・
電
気
工
事
士
免
状
の
更
新

制
導
入
（
カ
ー
ド
化
写
真

更
新
）

・
第
一
種
電
気
工
事
士
実
務

経
験
年
数
の
短
縮

・
第
三
者
事
業
承
継
税
制

・
災
害
復
旧
体
制
構
築

・
高
校
の
実
習
経
費
計
上
に

つ
い
て

・
電
気
工
事
技
術
者
の
育
成

支
援
予
算
措
置

・
第
三
者
事
業
承
継
（
今
年

度
検
討
）

・
交
際
費
課
税
控
除
延
長

・
少
額
資
産
特
例
措
置
延
長

・
電
気
工
事
関
連
特
殊
車
両

の
経
営
審
査
ポ
イ
ン
ト
加

算

【本年度の具体的要望事項】

① 電気工事資材の販売時の免状提示義務化
　電気用品安全法一部改正等
② 第一種電気工事士受験機会の拡大（受験機会を年2回に）
③ 公共工事の労務単価の適正賃金・分離分割発注の促進
④ 電気工事従事者の育成支援
⑤ 働き方改革関係に係る減税措置
⑥ 公共工事スライド条項適用の民間案件に対する指導
⑦ 特定技能制度「電工職種」の工事範囲の拡大措置
⑧ 厚労省「つなぐ化事業」の対象拡大
⑨ 小中学校電気設備および通信設備容量拡大
⑩ 災害対応設備設置および移設工事補助金措置
⑪ 電帳法・インボイスに係るＩＴ設備導入補助金補助率の拡大
⑫ 中小事業者に対する税制優遇措置（5項目）
⑬ カーボンニュートラル関連設備に対する補助金創設

全
日
電
工
連
政
治
連
盟

「
清
い
か
」
を
基
盤
に
「
真
価
」
を
届
け
る

・
一
般
住
宅
の
グ
リ
ー
ン
化

支
援
補
助
金
創
設

・
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
政
府
系

民
間
金
融
機
関
の
特
別
貸

付
返
済
期
限
延
長

・
建
設
業
一
体
と
し
た
働
き

方
改
革
指
導

・
免
状
交
付
要
件
緩
和
措
置

【
一
昨
年
の
主
な
要
望
実
現

項
目
】

①
第
一
種
電
気
工
事
士
へ
の

実
務
経
験
年
数
の
短
縮
化

（
2
0
2
1（
R
3
）年
4
月
）

②
電
気
工
事
士
免
状
等
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
化

（
2
0
2
3（
R
5
）年
4
月
）

③
災
害
時
に
お
け
る
電
力
会

社
と
の
協
定
に
電
気
工
事
組

合
を
施
工
者
と
明
記
さ
れ
た

（
2
0
2
0（
R
2
）年
7
月
）

④
中
小
企
業
関
係
税
制
措
置

の
実
現

【
昨
年
の
主
な
要
望
実
現
項

目
】

①
免
状
申
請
時
必
要
で
あ
っ

た
住
民
票
の
代
用
と
し
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転

免
許
証
で
代
用
可
能
（
2
0

2
2
（
R
4
）
年
1
月
）

②
免
状
の
旧
姓
使
用
が
可
能

（
2
0
2
2（
R
4
）年
4
月
）

③
高
所
作
業
車
（
作
業
面
2

ｍ
以
上
）
が
経
審
加
点
対
象

（
2
0
2
3（
Ｒ
5
）年
1
月
）
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経
済
産
業
大
臣

西
村

康
稔

（
は
じ
め
に
）

　

令
和
5
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昭
和
60
年
に
通
商
産
業
省

に
入
省
し
た
と
き
の
、
日
本

の
経
済
、
日
本
の
将
来
の
た

め
に
働
き
た
い
と
い
う
初
心

と
、
入
省
後
約
15
年
働
い
た

後
に
政
治
を
志
し
、
よ
り
大

き
な
立
場
で
日
本
の
将
来
の

こ
と
の
た
め
に
働
き
た
い
と

い
う
初
心
、
こ
の
二
つ
の
初

心
を
も
う
一
度
思
い
起
こ

し
、
改
め
て
日
本
が
抱
え
て

い
る
様
々
な
課
題
を
乗
り
越

え
、
日
本
の
発
展
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
更
に
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
、
世
界
は
時
代
の
転
換

点
を
迎
え
て
い
ま
す
。
気
候

変
動
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と

い
う
3
つ
の
危
機
に
加
え
、

特
に
日
本
に
お
い
て
は
、
地

域
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

と
い
う
課
題
へ
の
同
時
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
物
価
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高

へ
の
対
策
）

　

こ
う
し
た
局
面
を
乗
り
越

え
、
強
靱
で
柔
軟
な
経
済
を

構
築
す
る
た
め
、
昨
年
の
臨

時
国
会
で
成
立
し
た
補
正
予

算
を
速
や
か
に
執
行
し
、
足

下
の
危
機
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
日
本
経
済
を
将
来
に

向
け
た
成
長
軌
道
に
乗
せ
て

い
く
た
め
の
大
胆
な
投
資
を

後
押
し
し
ま
す
。
ま
ず
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
に
対
し

て
、
電
気
・
ガ
ス
料
金
や
燃

料
油
価
格
の
激
変
緩
和
措
置

を
講
じ
ま
す
。
併
せ
て
、
Ｌ

Ｎ
Ｇ
等
の
安
定
供
給
の
確
保

や
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

抜
本
強
化
を
進
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
危
機
に
強
い
経
済
構
造

へ
の
転
換
を
進
め
ま
す
。

（
Ｇ
Ｘ
の
推
進
）

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
日
本
の
経
済
・
社
会
、

産
業
構
造
の
グ
リ
ー
ン
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
、
Ｇ
Ｘ
を
進
め
ま
す
。
Ｇ

Ｘ
実
行
会
議
の
と
り
ま
と
め

を
踏
ま
え
、
安
定
供
給
を
大

前
提
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
原
子
力
と
い
っ
た
脱

炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
将
来
に

わ
た
る
選
択
肢
と
し
て
強
化

す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
方
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
に
向

け
、
系
統
整
備
と
出
力
変
動

へ
の
対
応
や
次
世
代
再
エ
ネ

技
術
の
開
発
、
地
域
と
の
共

生
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
大
規

模
か
つ
強
靭
な
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
構
築
す
べ
く
、
必

要
と
な
る
制
度
の
準
備
を
早

期
に
進
め
ま
す
。

　

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
安
全
性
の

確
保
を
大
前
提
と
し
な
が

ら
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼

働
を
進
め
ま
す
。
次
世
代
革

新
炉
の
開
発
・
建
設
に
つ
い

て
、
廃
止
を
決
定
し
た
炉
の

次
世
代
革
新
炉
へ
の
建
て
替

え
の
具
体
化
を
進
め
、ま
た
、

運
転
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

は
、
現
行
制
度
と
同
様
に
、

運
転
期
間
は
40
年
、
延
長
を

認
め
る
期
間
は
20
年
と
の
制

限
を
設
け
た
上
で
、
追
加
的

な
延
長
を
認
め
る
こ
と
と

し
、
更
に
は
、
最
終
処
分
の

実
現
に
向
け
た
国
主
導
で
の

取
組
の
抜
本
的
強
化
な
ど
、

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
課
題
に
も

正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を

含
む
基
本
方
針
案
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
新

た
な
方
針
案
に
つ
い
て
、
立

地
地
域
や
国
民
の
皆
様
の
御

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
粘

り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
今
後
10
年
間
で

Ｚ
Ｅ
Ｃ
）
閣
僚
会
合
の
開
催

な
ど
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
の

Ｇ
Ｘ
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お

け
る
人
権
配
慮
を
促
す
た

め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及

や
、
予
見
可
能
性
を
高
め
る

た
め
の
国
際
協
調
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
先
端
技
術
の

輸
出
管
理
で
の
対
応
に
向
け

て
同
志
国
と
連
携
し
ま
す
。

（
中
小
企
業
政
策
）

　

引
き
続
き
厳
し
い
事
業
環

境
に
あ
る
地
域
の
中
小
企
業

の
資
金
繰
り
支
援
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
関
連
融
資
の
借
換
え
の
円

滑
化
に
加
え
、
新
た
な
資
金

需
要
に
も
対
応
す
る
信
用
保

証
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
共
存
共
栄
を
目
指
す
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」
に
つ
い
て
は
、
大
企
業

で
の
更
な
る
拡
大
と
実
効
性

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

価
格
交
渉
促
進
月
間
の
結
果

を
踏
ま
え
た
下
請
振
興
法
に

基
づ
く
親
事
業
者
へ
の
指
導

・
助
言
の
実
施
な
ど
、
公
正

取
引
委
員
会
と
も
連
携
し
、

取
引
適
正
化
・
価
格
転
嫁
対

策
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
逆
境
下
に
お
い

て
も
、
グ
リ
ー
ン
や
デ
ジ
タ

ル
な
ど
の
新
た
な
取
組
に
挑

戦
す
る
中
小
企
業
を
後
押
し

す
る
た
め
、
事
業
再
構
築
や

生
産
性
向
上
、
輸
出
拡
大
に

向
け
た
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。
こ
う
し
た
取
組
を
進
め

る
こ
と
で
、
賃
上
げ
の
原
資

を
確
保
し
、
所
得
向
上
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
成
長
投
資
）

　

足
下
の
日
本
企
業
の
設
備

投
資
計
画
は
過
去
最
高
水
準

の
伸
び
率
で
あ
り
、
企
業
の

投
資
意
欲
が
こ
れ
ま
で
に
な

く
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

変
化
の
兆
し
を
逃
さ
ず
、
投

資
を
加
速
し
、
日
本
が
し
ば

ら
く
忘
れ
て
い
た
ア
ニ
マ
ル

ス
ピ
リ
ッ
ト
を
取
り
戻
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
は
、
官
民
を
挙

げ
て
国
内
に
お
け
る
成
長
投

資
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め

1
5
0
兆
円
超
の
官
民
の
投

資
を
実
現
す
る
べ
く
、
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
、
Ｇ

Ｘ
経
済
移
行
債
を
活
用
し
た

20
兆
円
規
模
の
大
胆
な
先
行

投
資
支
援
や
、
カ
ー
ボ
ン
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
に
つ
い

て
方
針
を
予
め
示
す
こ
と
等

を
通
じ
て
、
予
見
可
能
性
を

高
め
、
民
間
投
資
を
後
押
し

し
ま
す
。
企
業
が
自
主
的
に

排
出
量
の
取
引
を
行
う
Ｇ
Ｘ

リ
ー
グ
に
つ
い
て
は
、
実
証

事
業
や
ル
ー
ル
形
成
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
対
外
経
済
政
策
）

　

国
際
秩
序
の
根
幹
が
揺
ら

ぐ
中
で
あ
っ
て
も
、
分
断
で

は
な
く
協
調
が
重
要
で
あ

り
、
自
由
で
包
摂
的
な
経
済

秩
序
の
構
築
を
我
が
国
が
主

導
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
経
済

に
関
す
る
国
際
ル
ー
ル
作
り

を
含
め
、
イ
ン
ド
太
平
洋
経

済
枠
組
み
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
）、

日
米
経
済
版
2
＋
2
、
経
済

連
携
協
定
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
い
っ

た
枠
組
み
を
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
年
は
、
日
本

が
Ｇ
7
の
議
長
国
を
務
め
、

日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
友
好
協
力

50
周
年
を
迎
え
る
重
要
な
年

で
す
。
現
地
の
持
続
可
能
な

経
済
社
会
の
実
現
に
貢
献

し
、
同
時
に
成
長
の
果
実
を

取
り
込
む
た
め
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
経
済
共
創
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
強
靱
化
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
な
ど
に
よ
る
協
業
の

促
進
な
ど
、
協
力
の
具
体
化

を
進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

今
年
3
月
の
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体
（
Ａ

年
頭
所
感

年
頭
所
感

「
国
内
投
資
拡
大
の
た
め
の

官
民
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
産
業

界
か
ら
過
去
最
高
水
準
の
毎

年
1
0
0
兆
円
の
設
備
投
資

と
い
う
心
強
い
見
通
し
も
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
の
全
て
の
企
業
、
地

域
、
人
々
が
果
敢
に
挑
戦
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

で
す
。
政
府
の
大
胆
な
支
援

に
よ
っ
て
、
民
間
の
投
資
を

呼
び
込
み
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
生
産
性
を
上

げ
、
所
得
を
向
上
さ
せ
る
。

い
わ
ば
、「
投
資
と
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
所
得
向
上
の
3

つ
の
好
循
環
」
を
実
現
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
も

の
が
、
今
般
の
補
正
予
算
で

す
。
政
府
全
体
で
、
7
兆
円

規
模
、
か
つ
、
複
数
年
に
わ

た
る
、
戦
略
的
な
投
資
支
援

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
今
こ

そ
円
安
の
機
会
を
捉
え
、
産

業
界
が
半
導
体
、
蓄
電
池
や

バ
イ
オ
の
国
内
生
産
拠
点
の

整
備
な
ど
、
成
長
の
た
め
の

国
内
投
資
に
取
り
組
め
る
よ

う
大
胆
な
支
援
を
行
い
ま

す
。
経
済
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
も
、
こ
れ
ら
重
要
物
資

の
安
定
供
給
確
保
や
、
先
端

技
術
の
研
究
開
発
を
大
胆
に

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
長
期
的
な
日
本

経
済
の
成
長
に
向
け
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
な

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の

た
め
、
1
兆
円
規
模
の
予
算

の
確
保
と
、
強
力
な
税
制
措

置
を
行
う
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

政
策
資
源
を
総
動
員
し
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
ま

す
。
日
米
共
同
で
の
次
世
代

半
導
体
の
技
術
開
発
を
進
め

る
と
と
も
に
、
創
薬
・
バ
イ

オ
、
量
子
・
Ａ
Ｉ
、
グ
リ
ー

ン
な
ど
の
支
援
の
強
化
な

ど
、
科
学
技
術
へ
の
投
資
も

拡
大
し
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等

の
産
業
基
盤
確
保
や
、
デ
ジ

タ
ル
時
代
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
向
け
た
長
期
計
画
の

策
定
、
半
導
体
・
蓄
電
池
分

野
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
人
材

育
成
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進

め
ま
す
。

　

同
時
に
、「
人
へ
の
投
資
」

と
し
て
、
人
的
資
本
経
営
の

推
進
と
と
も
に
、
リ
ス
キ
リ

ン
グ
か
ら
転
職
ま
で
を
一
気

通
貫
で
支
援
し
ま
す
。
賃
金

の
伸
び
が
低
く
留
ま
っ
て
き

た
正
社
員
の
労
働
移
動
も
円

滑
化
す
る
こ
と
で
、
正
規
・

非
正
規
、
社
内
・
転
職
問
わ

ず
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る

環
境
を
整
備
し
所
得
向
上
へ

の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
予
算
だ
け

で
な
く
制
度
面
も
含
め
、
日

本
全
体
で
挑
戦
し
て
い
く
た

め
の
政
策
を
「
経
済
産
業
政

策
の
新
機
軸
」
と
し
て
推
進

し
、
こ
の
中
で
、
成
長
志
向

型
の
資
源
自
律
経
済
の
確

立
、
Ｗ
ｅ
ｂ
3
・
0
ヘ
の
対

応
も
図
り
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
1
0
0
年
に

一
度
の
大
変
革
を
勝
ち
抜
く

べ
く
、
産
業
界
と
の
対
話
を

深
め
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
軸
と

し
た
成
長
の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
7
年
に
開

催
さ
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博

の
成
功
に
向
け
、
取
組
を
進

め
ま
す
。

（
福
島
復
興
）

　

福
島
復
興
と
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃

炉
・
汚
染
水
・
処
理
水
対
策

は
、
経
済
産
業
省
の
最
重
要

課
題
で
す
。

　

廃
炉
に
向
け
、
燃
料
デ
ブ

リ
取
り
出
し
や
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
の
海
洋
放
出
へ
の
準

備
な
ど
を
進
め
ま
す
。
安
全

性
確
保
、
風
評
対
策
、
漁
業

者
の
方
々
が
安
心
し
て
漁
業

継
続
で
き
る
よ
う
基
金
に
よ

る
対
策
や
、
昨
年
末
に
立
ち

上
げ
た
「
魅
力
発
見
！
三
陸

・
常
磐
も
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
通
じ
た
「
三
陸
・
常
磐
も

の
」
の
魅
力
発
信
・
消
費
拡

大
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。
皆
様
に
お
い
て
も
、

ぜ
ひ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
積

極
的
な
参
加
・
消
費
拡
大
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
、
避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
た
特
定
復
興
再
生
拠
点

に
加
え
、
残
る
拠
点
も
解
除

に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま

す
。
拠
点
外
に
つ
い
て
も
、

帰
還
意
向
の
あ
る
方
が
帰
還

で
き
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

事
業
・
な
り
わ
い
の
再
建

や
新
産
業
の
創
出
、
交
流
人

口
拡
大
、
福
島
国
際
研
究
教

育
機
構
に
お
け
る
研
究
、
映

像
・
芸
術
等
を
活
用
し
た
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
福

島
復
興
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

（
終
わ
り
に
）

　

今
年
は
、
十
干
十
二
支
の

「
癸
卯
（
み
ず
の
と
う
）」
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が

実
を
結
び
、
勢
い
よ
く
成
長

し
飛
躍
す
る
よ
う
な
年
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大

き
な
耳
で
様
々
な
音
を
聞
き

分
け
素
早
く
飛
び
跳
ね
る
う

さ
ぎ
の
よ
う
に
、
よ
く
聞
き

俊
敏
に
行
動
す
る
、
そ
の
よ

う
な
一
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
が
挑
戦
し
変
革

し
て
い
く
姿
を
国
内
外
に
発

信
で
き
る
よ
う
、
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
の
よ
り
一
層
の
御
理

解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。令

和
5
年　

元
旦
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国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

　

令
和
5
年
と
い
う
新
年
を

迎
え
、
謹
ん
で
新
春
の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
8
月
に
第
2
次
岸
田

改
造
内
閣
が
発
足
し
、
引
き

続
き
国
土
交
通
大
臣
の
任
に

当
た
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
本
年
も
国
土
交
通
行
政

に
対
す
る
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ

御
理
解
と
御
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
は
、
国
難

と
も
言
え
る
状
況
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
に
伴
う
国
内
需
要

の
減
少
、
労
働
力
不
足
等
の

厳
し
い
状
況
に
直
面
す
る

中
、
令
和
2
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

は
、
我
が
国
の
社
会
経
済
や

国
民
生
活
へ
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
契
機
と
し

て
、
世
界
的
な
物
価
高
騰
、

円
安
が
進
行
し
、
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
ほ

か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
が
脅
か
さ
れ
る
な
ど
、
外

交
・
安
全
保
障
環
境
も
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
気
候
変
動
に
伴

い
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
・

頻
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
難
局
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
は
、
政
府
一
丸

と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
政
策

を
総
動
員
し
、
着
実
に
実
行

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
は
、
感
染
状

況
を
見
極
め
つ
つ
、
地
域
経

済
を
支
え
る
観
光
の
本
格
的

な
復
興
の
実
現
、
地
域
の
暮

ら
し
や
産
業
に
不
可
欠
な
公

共
交
通
の
確
保
等
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

水
際
対
策
の
緩
和
な
ど
「
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
新
た

な
段
階
に
向
け
て
、
明
る
い

兆
し
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
円
安
を
活
か
し
た
地
域

の
「
稼
ぐ
力
」
の
回
復
・
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
価
高
騰
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
の
行
政
分
野
で

も
、資
材
価
格
や
住
宅
価
格
、

自
動
車
・
船
舶
・
航
空
機
等

の
燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど
、

現
に
影
響
が
生
じ
て
い
ま

す
。
国
民
生
活
や
事
業
活
動

を
守
る
観
点
か
ら
、
関
係
省

庁
と
し
っ
か
り
連
携
し
、
迅

速
か
つ
着
実
に
必
要
な
対
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

気
候
変
動
に
伴
う
自
然
災

害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
に
よ

り
、
昨
年
も
、
8
月
、
9
月

に
発
生
し
た
大
雨
や
台
風
に

よ
り
、
全
国
各
地
で
甚
大
な

被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
に
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

私
は
、
災
害
に
よ
り
犠
牲

と
な
る
方
を
少
し
で
も
減
ら

す
こ
と
こ
そ
、
政
治
の
役
割

で
あ
る
と
い
う
想
い
を
も
っ

て
、
政
治
家
と
し
て
の
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
想
い
の
も
と
に
、
災
害

を
防
ぎ
、
国
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
と
い
う
国
土
交
通

省
の
持
つ
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
べ
く
、
事
前
防

災
対
策
の
更
な
る
強
化
を
含

め
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
を
強
力
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
民
の
皆
様
と

丁
寧
に
、
そ
し
て
誠
実
に
対

話
し
、
小
さ
な
声
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
よ
く
聞
き
、
真
摯
に

受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
国

土
交
通
行
政
に
お
い
て
、
現

場
を
持
つ
強
み
、
総
合
力
を

活
か
し
て
、
施
策
の
立
案
・

実
行
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

　

引
き
続
き
、
特
に
以
下
の

3
つ
の
柱
に
重
点
を
置
い
て

諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

①
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
②
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
社

会
活
動
の
確
実
な
回
復

と
、
経
済
好
循
環
の
加
速

・
拡
大

③
豊
か
で
活
力
あ
る
地
方
創

り
と
、
分
散
型
の
国
づ
く

り
①
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
（
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
）

　

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
豪

雨
災
害
、
切
迫
化
す
る
大
規

模
地
震
、
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
火
山
災
害
か
ら
国

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ

と
は
国
の
重
大
な
責
務
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
国
土
交
通

省
と
し
て
は
、防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
5
か

年
加
速
化
対
策
に
よ
り
、
中

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
計

画
的
な
取
組
と
し
て
、「
激

甚
化
す
る
風
水
害
や
切
迫
す

る
大
規
模
地
震
等
へ
の
対

策
」、「
予
防
保
全
型
イ
ン
フ

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換

に
向
け
た
老
朽
化
対
策
」、

「
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
施

策
を
よ
り
効
率
的
に
進
め
る

た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
推

進
」
に
つ
い
て
、
重
点
的
か

つ
集
中
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
5
か
年
加

速
化
対
策
後
も
、
中
長
期
的

か
つ
明
確
な
見
通
し
の
下
、

継
続
的
・
安
定
的
に
国
土
強

靱
化
の
取
組
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ

う
な
認
識
の
下
、
政
府
に
お

い
て
、
国
土
強
靱
化
基
本
計

画
の
改
定
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
国
土
交
通
省
と
し
て
も

関
係
府
省
と
連
携
し
つ
つ
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
5
か
年
加
速
化

対
策
を
含
め
、
今
後
も
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
を
総

動
員
す
る
こ
と
で
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組

を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

安
全
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、

立
地
適
正
化
計
画
の
居
住
誘

導
区
域
等
に
お
い
て
防
災
・

減
災
対
策
を
定
め
る
「
防
災

指
針
」
に
つ
い
て
は
、
令
和

2
年
9
月
の
制
度
創
設
か
ら

昨
年
7
月
ま
で
に
、
す
で
に

99
都
市
に
お
い
て
作
成
・
公

表
し
て
い
ま
す
。
国
土
交
通

省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

防
災
指
針
の
作
成
を
支
援
し

て
い
く
と
と
も
に
、
指
針
に

基
づ
く
各
都
市
の
防
災
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
に
対
し
て
、

省
庁
横
断
的
な
連
携
体
制
の

下
、
重
点
的
な
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

先
行
事
例
の
横
展
開
を
図

り
、
全
国
的
な
取
組
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
お

け
る
開
発
を
抑
制
す
る
た

め
、
令
和
2
年
6
月
の
都
市

計
画
法
改
正
に
よ
り
措
置
し

た
開
発
許
可
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、

地
方
公
共
団
体
が
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
れ
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
従
来
の
水

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
加

え
、
浸
水
範
囲
と
浸
水
頻
度

の
関
係
を
わ
か
り
や
す
く
図

示
し
た
水
害
リ
ス
ク
マ
ッ
プ

（
浸
水
頻
度
図
）
を
全
国

1
0
9
の
一
級
水
系
で
整
備

し
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
や
企

業
の
立
地
選
択
等
で
の
活
用

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

や
、
適
切
な
避
難
行
動
・
判

断
に
つ
な
が
る
防
災
情
報
の

改
善
、「
防
災
用
語
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
」
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア

・
住
民
向
け
の
用
語
解
説
の

充
実
な
ど
、
国
民
に
伝
わ
り

や
す
い
形
で
の
水
災
害
関
連

情
報
の
充
実
・
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
中
で
、
無
電
柱
化

は
、
台
風
や
地
震
等
の
被
害

を
最
小
化
す
る
も
の
で
あ

り
、
災
害
に
強
い
道
路
づ
く

り
や
電
力
の
安
定
供
給
の
観

点
か
ら
も
重
要
な
施
策
で

す
。
令
和
3
年
5
月
に
策
定

し
た
無
電
柱
化
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
関
係
省
庁
や
関
係

事
業
者
と
連
携
し
、
積
極
的

に
無
電
柱
化
を
加
速
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

短
期
間
の
集
中
的
な
大
雪

の
傾
向
等
を
踏
ま
え
、
冬
期

の
道
路
交
通
の
確
保
に
向
け

て
、
来
年
度
を
初
年
度
と
す

る
「
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道

路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
」

を
策
定
す
る
ほ
か
、「
人
命

を
最
優
先
に
、
幹
線
道
路
上

で
大
規
模
な
車
両
滞
留
を
徹

底
的
に
回
避
す
る
」
と
い
う

考
え
の
下
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
必
要
な
対
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
災
害
時
に
迅

速
な
代
替
輸
送
の
実
施
を
図

る
た
め
、
拠
点
と
な
る
貨
物

駅
に
お
い
て
、
コ
ン
テ
ナ
ホ

ー
ム
の
拡
幅
等
の
機
能
強
化

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
盛
土
を
含
め
た
土
地

の
形
状
に
関
す
る
災
害
リ
ス

ク
の
把
握
や
災
害
対
策
に
資

す
る
た
め
、
地
形
分
類
情
報

や
航
空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
る

高
精
度
標
高
デ
ー
タ
の
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

（
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の

推
進
）

　

昨
年
12
月
に
笹
子
ト
ン
ネ

ル
の
事
故
か
ら
10
年
を
迎
え

ま
し
た
。
加
速
度
的
に
進
行

す
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に

対
し
、「
予
防
保
全
」
へ
の

本
格
転
換
を
は
じ
め
、
維
持

管
理
・
更
新
を
計
画
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
し
か
し
、
地
方
公
共
団

体
は
適
切
な
維
持
管
理
を
進

め
る
上
で
、
財
政
面
・
体
制

面
で
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
複
数
・
広

域
・
多
分
野
の
イ
ン
フ
ラ
を

群
と
し
て
捉
え
て
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
「
地
域
イ
ン
フ

ラ
群
再
生
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
と
い
う
考
え
方
を
柱
と

す
る
提
言
が
、
昨
年
12
月
に

社
会
資
本
整
備
審
議
会
・
交

通
政
策
審
議
会
技
術
部
会
に

お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
御
提
言
を
踏

ま
え
、
関
係
省
庁
や
地
方
公

共
団
体
と
連
携
し
、
持
続
可

能
な
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

産
学
官
民
で
構
成
さ
れ
る

「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

国
民
会
議
」
に
お
い
て
、
昨

年
4
月
に
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
市
区
町
村
長
会

議
」
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と

を
契
機
に
、
首
長
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
強
力
な
推

進
に
期
待
し
ま
す
。さ
ら
に
、

「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

大
賞
」
に
お
い
て
、
イ
ン
フ

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

年
頭
所
感

年
頭
所
感

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
優
れ
た

取
組
や
技
術
開
発
を
表
彰

し
、
広
く
共
有
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

老
朽
化
が
進
行
す
る
高
速

道
路
の
維
持
管
理
・
修
繕
や

更
新
、
社
会
・
経
済
構
造
の

変
化
等
に
合
わ
せ
た
進
化
・

改
良
の
取
組
を
確
実
に
実
施

す
る
た
め
、
料
金
徴
収
期
間

の
延
長
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
た
上
で
、
有
料
道
路
制
度

に
つ
い
て
の
所
要
の
措
置
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
社

会
活
動
の
確
実
な
回
復

と
、
経
済
好
循
環
の
加
速

・
拡
大

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
に
改
め
て
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
直
接
的
、
間
接
的

に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
全
て

の
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
献
身
的
に

尊
い
使
命
と
責
任
を
果
た
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
全
て
の

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
皆
様
に
、
心
か
ら
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等

へ
の
対
応
）

　

一
昨
年
よ
り
続
く
燃
料
価

格
の
高
騰
に
よ
り
、
鉄
道
、

ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ

ー
、
内
航
海
運
、
航
空
、
倉

庫
等
の
交
通
・
物
流
業
界
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
政
府
と
し
て
、
昨

年
1
月
下
旬
よ
り
、
燃
料
油
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価
格
の
激
変
緩
和
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交

通
省
に
お
い
て
も
、
タ
ク
シ

ー
の
燃
料
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

に
つ
い
て
、
燃
料
油
価
格
の

激
変
緩
和
事
業
に
準
じ
た
支

援
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
事
業

の
延
長
・
拡
充
な
ど
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
10
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
物
価
高
克
服
・
経
済
再

生
実
現
の
た
め
の
総
合
経
済

対
策
」
に
お
い
て
、
来
年
度

前
半
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
の

激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
る
こ

と
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
、
経
営
に
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
公
共
交

通
・
物
流
事
業
者
を
支
援
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
、
内
航
海
運
業
及
び
倉
庫

業
に
お
い
て
、
燃
料
等
の
価

格
上
昇
分
を
反
映
し
た
適
正

な
運
賃
・
料
金
収
受
の
た
め

の
荷
主
等
へ
の
周
知
や
、
法

令
に
基
づ
く
働
き
か
け
等
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
設
資
材
の
価
格
高
騰
へ

の
対
応
に
つ
い
て
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
政
府
と
し
て
も
、
骨
太

の
方
針
や
総
合
経
済
対
策
に

お
い
て
、
現
下
の
資
材
価
格

の
高
騰
等
を
踏
ま
え
、
適
切

な
価
格
転
嫁
が
進
む
よ
う
促

し
た
上
で
必
要
な
事
業
量
を

確
保
す
る
旨
を
位
置
付
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
土
交

通
省
で
は
、
直
轄
工
事
に
お

い
て
、
適
正
な
請
負
代
金
の

設
定
や
契
約
後
の
状
況
に
応

じ
た
契
約
変
更
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体

や
民
間
発
注
者
等
に
対
し
て

も
、
適
切
な
価
格
転
嫁
を
行

う
よ
う
要
請
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
資

材
価
格
の
高
騰
が
適
正
に
工

事
価
格
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

必
要
か
つ
十
分
な
公
共
事
業

予
算
の
安
定
的
・
持
続
的
な

確
保
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
が
高
騰
し
て
い
る
局
面
に

お
い
て
、
省
エ
ネ
投
資
を
下

支
え
す
る
た
め
、
昨
年
12
月

に
成
立
し
た
補
正
予
算
に
お

い
て
創
設
し
た
「
こ
ど
も
エ

コ
す
ま
い
支
援
事
業
」
に
よ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す

い
子
育
て
世
帯
等
に
対
し
、

Z
E
H
水
準
の
省
エ
ネ
性
能

を
有
す
る
新
築
住
宅
の
取
得

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修

等
に
対
し
て
も
幅
広
く
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
経

済
産
業
省
や
環
境
省
が
行
う

高
断
熱
窓
や
高
効
率
給
湯
器

の
設
置
へ
の
支
援
と
連
携
し

て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　

下
水
汚
泥
資
源
を
肥
料
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
持

続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の

確
立
や
資
源
循
環
型
社
会
の

構
築
に
も
資
す
る
取
組
で

す
。
昨
年
9
月
に
開
催
さ
れ

た
食
料
安
定
供
給
・
農
林
水

産
業
基
盤
強
化
本
部
で
は
、

今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
と

し
て
、
下
水
汚
泥
等
の
未
利

用
資
源
の
肥
料
と
し
て
の
利

用
拡
大
が
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
下
水

道
・
農
業
の
関
係
団
体
や
学

識
経
験
者
、
自
治
体
が
参
画

す
る
官
民
検
討
会
を
農
林
水

産
省
と
共
同
で
設
置
し
、
肥

料
利
用
の
拡
大
に
向
け
た
推

進
策
の
方
向
性
を
取
り
ま
と

め
た
と
こ
ろ
で
す
。
国
土
交

通
省
と
し
て
は
、引
き
続
き
、

農
林
水
産
省
等
と
緊
密
に
連

携
し
、
汚
泥
肥
料
の
流
通
経

路
の
確
保
等
に
向
け
た
マ
ッ

チ
ン
グ
や
施
設
整
備
へ
の
支

援
、
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ
、
肥
料

化
の
た
め
の
コ
ス
ト
縮
減
等

に
資
す
る
技
術
開
発
等
を
進

め
る
な
ど
、
肥
料
の
国
産
化

と
肥
料
価
格
の
抑
制
に
つ
な

げ
る
べ
く
、
下
水
汚
泥
資
源

の
肥
料
利
用
を
大
幅
に
拡
大

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
国
土
交
通
分
野
に
お
け
る

G
X
の
推
進
）

　

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響

に
よ
り
、
自
然
災
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
な
ど
、
地

球
温
暖
化
対
策
は
世
界
的
に

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
目
標
と
し
て
、

G
X
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
実

現
に
政
府
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地

域
の
く
ら
し
や
経
済
を
支
え

る
幅
広
い
分
野
を
担
っ
て
い

る
国
土
交
通
省
と
し
て
も
、

民
生
・
運
輸
部
門
の
脱
炭
素

化
等
に
貢
献
す
る
た
め
、
住

宅
・
建
築
物
や
公
共
交
通
・

物
流
等
に
お
け
る
省
エ
ネ

化
、
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た

太
陽
光
や
水
力
、
バ
イ
オ
マ

ス
等
の
再
エ
ネ
の
導
入
・
利

用
拡
大
（
創
エ
ネ
）、
輸
送

・
イ
ン
フ
ラ
分
野
に
お
け
る

非
化
石
化
等
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ

ネ
対
策
等
を
強
化
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
昨
年
成
立
し

た
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
に

基
づ
き
省
エ
ネ
基
準
適
合
の

全
面
義
務
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
優
良
な
都
市
木
造
建

築
物
等
や
中
小
工
務
店
等
が

建
築
す
る
木
造
の
Z
E
H
等

に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
都
市
の

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
等
と
あ

わ
せ
て
、
街
区
単
位
で
の
面

的
な
取
組
な
ど
の
効
率
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
向
け
た

施
設
整
備
等
の
取
組
、
都
市

空
間
の
緑
化
な
ど
の
脱
炭
素

に
資
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
緑
と
自
然
豊
か
な
民
間

都
市
開
発
や
都
市
公
園
整

備
、
道
路
緑
化
等
を
通
じ
て

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
社
会

実
装
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
都
市
部
に
お
け
る

C
O
2
吸
収
源
対
策
や
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和

等
を
効
果
的
に
進
め
る
と
と

も
に
、
環
境
を
重
視
し
た
民

間
投
資
の
拡
大
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
気
候
変
動
の

適
応
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
昨
年
12
月
に
カ
ナ
ダ
の

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
C
O
P
15
に
お
い
て
、

「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

生
物
多
様
性
枠
組
」
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
取
組
等
に

よ
り
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
保
全
・
再
生
・
活
用
、
健

全
な
水
循
環
の
確
保
等
を
図

り
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
海

と
陸
の
30
％
以
上
を
保
全
す

る
目
標
の
達
成
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
国
土
交
通
分
野
に
お
け
る

D
X
の
推
進
）

　

国
土
交
通
省
の
所
管
分
野

に
お
い
て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

が
創
出
さ
れ
、
生
産
性
向
上

が
実
現
す
る
よ
う
D
X
の
普

及
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

申
請
者
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
許
認
可
等
の
行
政
手

続
自
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
強

力
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

イ
ン
フ
ラ
分
野
に
お
い
て

は
、
建
設
現
場
の
生
産
性
向

上
に
向
け
、
調
査
・
測
量
か

ら
設
計
、
施
工
、
維
持
管
理

・
更
新
ま
で
の
全
て
の
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
I
C
T
の
活

用
等
に
取
り
組
む
「
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
s
t
r
u
c
t
i
o

n
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
直
轄
工
事
に
お
い

て
は
、
I
C
T
施
工
を
経
験

し
た
建
設
企
業
の
割
合
に
つ

い
て
、
大
手
企
業
で
は
9
割

を
超
え
、
ま
た
、
中
小
企
業

で
は
約
5
割
ま
で
拡
大
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、

ｉ

－

Ｃ
ｏ
n
s
t
r
u
c

t
i
o
n
を
中
核
に
、
工
事

書
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
を
含

め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
、
事
業
全
体
の
変
革
を

目
指
す
「
イ
ン
フ
ラ
分
野
の

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
し

て
お
り
、
昨
年
3
月
に
は
、

D
X
実
現
に
向
け
た
各
施
策

の
「
目
指
す
べ
き
姿
」、「
工

程
」
等
を
実
行
計
画
と
し
て

取
り
ま
と
め
た
「
イ
ン
フ
ラ

分
野
の
D
X
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ラ
分
野
の

D
X
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

ネ
ク
ス
ト
・
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
分
野
網
羅
的
、
組
織
横
断

的
な
取
組
を
推
進
す
る
た

め
、
建
設
現
場
の
生
産
性
の

飛
躍
的
な
向
上
等
を
実
現
す

る
「
イ
ン
フ
ラ
の
作
り
方
」

の
変
革
、
維
持
管
理
や
利
用

に
関
す
る
「
イ
ン
フ
ラ
の
使

い
方
」
の
変
革
、
デ
ー
タ
の

オ
ー
プ
ン
化
等
の
「
イ
ン
フ

ラ
ま
わ
り
デ
ー
タ
の
伝
え

方
」
の
変
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
本
年
を
D
X
に
よ

る
変
革
を
一
層
加
速
さ
せ
る

「
躍
進
の
年
」と
す
る
た
め
、

引
き
続
き
、
必
要
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
に

関
す
る
取
組
と
し
て
、
国
土

交
通
省
が
保
有
す
る
デ
ー
タ

と
民
間
等
の
デ
ー
タ
を
連
携

し
、一
元
的
に
検
索
、表
示
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
可
能
と
す

る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
や

施
策
の
高
度
化
、
産
学
官
連

携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
を
目
指
す
「
国
土
交

通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
令
和
2
年
に
は
一
般
公

開
を
開
始
し
、
順
次
連
携
デ

ー
タ
を
拡
充
し
て
お
り
、
現

在
で
は
工
事
の
電
子
成
果
品

や
地
質
デ
ー
タ
、
3
D
都
市

モ
デ
ル（
P
L
A
T
E
A
U
）

等
、
様
々
な
デ
ー
タ
と
連
携

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
操
作
性

や
検
索
性
の
向
上
等
を
進
め

る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
の
利
活

用
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創

造
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
現
場
を
支
え
る
人
材
の
確

保
・
育
成
、生
産
性
の
向
上
）

　

所
管
分
野
に
お
け
る
担
い

手
の
確
保
や
生
産
性
の
向
上

に
向
け
、
労
務
費
や
燃
料
費

等
を
適
切
に
転
嫁
で
き
る
環

境
の
整
備
等
に
よ
る
取
引
環

境
の
適
正
化
を
図
り
つ
つ
、

賃
金
の
引
き
上
げ
に
向
け
た

取
組
を
進
め
ま
す
。

　

建
設
産
業
に
お
い
て
は
、

新
・
担
い
手
3
法
も
踏
ま
え

た
工
期
の
適
正
化
や
施
工
時

期
の
平
準
化
等
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
建
設
業
の
働
き

方
改
革
を
一
段
と
加
速
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設

技
能
者
の
処
遇
改
善
に
向
け

て
、
技
能
者
の
資
格
や
就
業

履
歴
を
蓄
積
す
る
「
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」

（
C
C
U
S
）
は
、
登
録
技

能
者
数
が
1
0
0
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
今
後
、
登
録

技
能
者
の
処
遇
改
善
を
着
実

に
進
め
る
た
め
、
技
能
・
経

験
に
応
じ
た
レ
ベ
ル
別
に
賃

金
目
安
を
示
し
、
職
種
ご
と

に
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
賃
金

が
上
昇
し
て
い
く
よ
う
促
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
徹
底
や

下
請
取
引
の
適
正
化
な
ど
を

通
じ
て
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
0
2
5
年
の
大
阪
・
関

西
万
博
、
2
0
2
7
年
国

際
園
芸
博
覧
会
の
開
催
に

向
け
た
取
組
）

2
0
2
5
年
の
大
阪
・
関

西
万
博
に
向
け
、
万
博
に
関

連
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
実
現
な
ど

「
未
来
社
会
の
実
験
場
」
の

具
体
化
に
向
け
た
取
組
を
関

係
省
庁
や
地
元
自
治
体
等
と

連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。2

0
2
7
年
国
際
園
芸
博

覧
会
に
つ
い
て
、
昨
年
は
、

本
博
覧
会
の
準
備
及
び
運
営

に
必
要
な
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
が
公
布
・
施
行
さ
れ

る
と
と
も
に
、
開
催
に
必
要

と
な
る
博
覧
会
国
際
事
務
局

（
B
I
E
）
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

年
も
、
開
催
者
で
あ
る
博
覧

会
協
会
へ
の
支
援
や
、
関
係

省
庁
、
地
元
自
治
体
及
び
経

済
界
と
の
連
携
を
通
じ
、
着

実
に
開
催
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

③
豊
か
で
活
力
あ
る
地
方
創

り
と
、
分
散
型
の
国
づ
く

り
（
豊
か
な
田
園
都
市
国
家
の

形
成
に
向
け
た
分
散
型
国

づ
く
り
）

　

個
性
あ
る
文
化
や
豊
か
な

自
然
環
境
を
有
す
る
多
様
な

地
域
か
ら
成
り
立
つ
我
が
国

に
お
い
て
、
人
々
が
地
域
に

誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
、
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

国
土
を
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
総
合
的
か
つ
長

期
的
な
国
土
の
あ
り
方
を
示

す
新
た
な
国
土
形
成
計
画
を

今
年
夏
頃
に
策
定
し
ま
す
。

今
後
、
国
土
審
議
会
に
お
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
、

リ
ア
ル
の
地
域
空
間
の
質
的

な
向
上
を
図
る
新
た
な
地
域

生
活
圏
の
形
成
な
ど
、
次
期

計
画
の
重
点
テ
ー
マ
に
つ
い

て
さ
ら
に
検
討
を
進
め
、
未

来
を
担
う
若
い
世
代
が
夢
を

持
て
る
国
土
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
社
会
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
、
食
や
観

光
に
加
え
、
脱
炭
素
化
に
つ

い
て
も
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
持
つ
北
海
道
の
生
産
空
間

の
維
持
・
発
展
を
図
り
、
国

の
課
題
解
決
に
北
海
道
が
果

た
す
べ
き
役
割
を
強
化
す
る

た
め
、
新
た
な
北
海
道
総
合

開
発
計
画
を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。
現
在
、
国
土
審
議

会
北
海
道
開
発
分
科
会
計
画

部
会
に
お
い
て
検
討
を
進
め

て
お
り
、
来
年
度
内
を
目
途

に
取
り
ま
と
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
二
地
域
居
住

等
の
普
及
促
進
に
向
け
て
、

引
き
続
き
、
関
係
省
庁
や
全

国
二
地
域
居
住
等
促
進
協
議

会
と
連
携
し
て
、
関
連
施
策

や
取
組
事
例
の
情
報
発
信
等

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新

た
な
働
き
方
・
住
ま
い
方
へ

の
対
応
と
し
て
、
職
住
近
接

・
一
体
の
生
活
圏
を
形
成
す

る
な
ど
、
豊
か
で
暮
ら
し
や

す
い
「
新
た
な
日
常
」
を
実

現
す
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク

拠
点
整
備
等
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま

い
の
確
保
）

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ

い
て
市
町
村
が
取
り
組
む
空

き
家
の
除
却
・
利
活
用
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
相
続
し

た
空
き
家
の
譲
渡
所
得
の
特

別
控
除
や
「
全
国
版
空
き
家

・
空
き
地
バ
ン
ク
」
の
活
用

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
社
会
資
本
整
備

審
議
会
の
下
に
「
空
き
家
対

策
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、

空
き
家
等
の
利
活
用
・
流
通

の
拡
大
を
含
め
、
更
な
る
対

策
の
強
化
を
検
討
し
て
お

り
、
今
後
、
そ
の
議
論
を
踏

ま
え
て
、
空
き
家
対
策
を
充

実
・
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
ま
い
の
確
保
に
向
け
、

地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し

て
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
登
録
住
宅
の
入
居
者

負
担
軽
減
や
、
見
守
り
等
を

行
う
居
住
支
援
法
人
等
の
活

動
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
良
質

な
住
宅
が
次
の
世
代
に
継
承

さ
れ
て
い
く
住
宅
循
環
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
良
質

な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
、

既
存
住
宅
流
通
市
場
の
活
性

化
、
住
宅
取
得
・
リ
フ
ォ
ー

ム
に
対
す
る
支
援
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
を
巡
っ
て

は
、
建
物
と
居
住
者
の
両
方

に
お
け
る
高
齢
化
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
昨
年
4
月
に

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
計
画
認
定
制
度

等
の
普
及
や
、
今
般
創
設
さ

れ
る
予
定
の
適
切
な
修
繕
工

事
を
促
す
税
制
な
ど
を
通
じ

て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
長
寿
命

化
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
、

修
繕
、
再
生
そ
れ
ぞ
れ
の
観

点
か
ら
、
課
題
と
必
要
な
施

策
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

一
昨
年
6
月
に
完
全
施
行

さ
れ
た
賃
貸
住
宅
の
管
理
業

務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
い
て
登
録
を
受
け

た
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
は
、

昨
年
12
月
に
8
、
7
0
0
者

を
超
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
本

年
は
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
に

対
す
る
全
国
的
な
立
入
検
査

を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
制

度
の
理
解
促
進
や
賃
貸
住
宅

管
理
業
の
適
正
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
い
ご
に

　

統
計
の
不
適
切
処
理
に
関

す
る
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
8
月
に
再
発
防
止

策
と
な
る
「
国
土
交
通
省
統

計
改
革
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
公
的
統
計
に

対
す
る
信
頼
回
復
に
向
け
、

「
開
か
れ
、
使
わ
れ
、
改
善

し
続
け
る
統
計
」
を
基
本
原

則
に
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
着
実

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
国
土
交
通
省
の
強

み
で
あ
る
現
場
力
・
総
合
力

を
活
か
し
て
、
国
土
交
通
行

政
に
お
け
る
諸
課
題
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
国
民
の
皆
様
の
一
層
の

御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
本
年
が
皆

様
方
に
と
り
ま
し
て
希
望
に

満
ち
た
、
大
い
な
る
発
展
の

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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文
部
科
学
大
臣

永
岡

桂
子

【
は
じ
め
に
】

　

令
和
五
年
の
年
頭
に
当
た

り
、
謹
ん
で
御
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
が
長
期
に
わ
た
る
中
、
困

難
な
状
況
下
で
の
活
動
に
尽

力
す
る
全
て
の
方
々
に
、
改

め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
文

部
科
学
省
が
担
う
教
育
、
科

学
技
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切

り
拓
く
い
ず
れ
も
重
要
な
分

野
で
す
。
こ
れ
ら
の
歩
み
を

止
め
な
い
と
い
う
強
い
決
意

で
、
引
き
続
き
様
々
な
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
教
育
】

（
初
等
中
等
教
育
）

　

い
つ
の
時
代
も
、
教
育
は

国
家
、
社
会
の
礎
で
あ
り
、

発
展
の
原
動
力
で
す
。
新
し

い
資
本
主
義
の
柱
の
一
つ
で

あ
る
「
人
へ
の
投
資
」
を
強

化
し
、
子
供
た
ち
が
自
ら
個

性
を
磨
き
、
創
造
性
を
伸
ば

し
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き

る
心
豊
か
な
国
民
に
成
長
す

る
よ
う
、
教
育
振
興
、
教
育

投
資
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能

性
を
最
大
限
に
引
き
出
す

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」

実
現
の
た
め
に
は
、
同
一
年

齢
・
同
一
内
容
の
学
習
を
前

提
と
し
た
教
育
の
在
り
方
に

過
度
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
学

習
指
導
要
領
の
下
で
の
、「
個

別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働

的
な
学
び
」
と
の
一
体
的
な

充
実
が
不
可
欠
で
す
。

　

質
の
高
い
教
育
を
実
現
す

る
た
め
、
教
職
員
が
安
心
し

て
本
務
に
集
中
で
き
る
環
境

づ
く
り
や
、
中
央
教
育
審
議

会
答
申
を
踏
ま
え
た
教
師
の

養
成
・
採
用
・
研
修
等
の
改

革
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。
小
学
校
三
十
五
人
学
級

の
計
画
的
整
備
や
、
高
学
年

に
お
け
る
教
科
担
任
制
の
推

進
、
多
様
な
支
援
ス
タ
ッ
フ

の
充
実
に
よ
り
、
指
導
体
制

の
一
層
の
整
備
を
図
り
、
校

務
Ｄ
Ｘ
の
加
速
を
含
め
、
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を

更
に
推
進
し
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
力
強
く

進
め
る
た
め
、
運
営
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
や
効
果

的
な
実
践
例
の
創
出
・
展
開
、

教
育
委
員
会
・
学
校
へ
の
積

極
的
な
支
援
に
よ
り
、
一
人

一
台
端
末
活
用
の「
日
常
化
」

を
進
め
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
に
つ
い
て
は
、
令
和
6

年
度
以
降
を
見
据
え
、
英
語

を
は
じ
め
と
し
て
全
て
の
小

中
学
校
等
を
対
象
に
提
供

し
、
学
び
の
充
実
に
向
け
、

活
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

普
通
科
改
革
等
に
よ
る
文

理
横
断
・
探
究
的
な
学
び
、

産
業
教
育
の
充
実
、
通
信
制

高
校
の
質
保
証
等
の
高
校
改

革
を
推
進
し
ま
す
。
初
等
中

等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で

の
理
数
系
教
育
を
一
層
充
実

す
る
と
と
も
に
、
女
子
高
校

生
の
理
系
選
択
者
の
増
加
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
も

重
要
で
す
。
全
て
の
子
供
に

学
び
や
生
活
の
基
盤
を
育
む

た
め
、
各
地
域
に
お
け
る
幼

保
小
接
続
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
・
実
施
等
を
促
進
し

ま
す
。

　

関
係
省
庁
と
連
携
し
、
送

迎
バ
ス
の
安
全
装
置
の
義
務

化
を
含
む
緊
急
対
応
策
と
支

援
策
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
通
学
路
を
含
む
学
校
安

全
も
推
進
し
ま
す
。
児
童
生

徒
等
に
対
す
る
性
犯
罪
・
性

暴
力
の
根
絶
に
向
け
、「
生

命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」

の
取
組
を
進
め
る
と
と
も

に
、
教
育
職
員
性
暴
力
等
防

止
法
を
踏
ま
え
た
取
組
を
徹

底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
高
等
教
育
）

　

ソ
サ
エ
テ
ィ
5
・
0
に
向

け
た
人
材
育
成
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
の
基
盤
と
し

て
、
大
学
や
高
等
専
門
学
校

等
へ
の
期
待
は
益
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。「
教
育
」「
研
究
」

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
一
体
的

改
革
を
推
進
し
、
教
育
研
究

基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
、
グ
リ
ー
ン
な

ど
の
成
長
分
野
の
人
材
の
育

成
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

意
欲
あ
る
大
学
等
が
成
長
分

野
へ
の
学
部
転
換
等
の
改
革

に
踏
み
切
れ
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。
産
業
界
や
諸
外
国
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
る
高
等

専
門
学
校
に
つ
い
て
、
更
な

る
機
能
の
高
度
化
、
海
外
展

開
と
国
際
化
、
地
域
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
取
組
を
進
め
ま

す
。

　

社
会
人
の
学
び
直
し
を
充

実
さ
せ
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
で
き
る
社
会
を
構
築
し

ま
す
。

　

国
立
大
学
法
人
等
の
運
営

費
交
付
金
や
施
設
整
備
費
補

助
金
、
私
学
助
成
な
ど
基
盤

的
経
費
を
安
定
的
に
確
保
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
未
来
創
造
会
議
の
第

一
次
提
言
を
着
実
に
実
行
す

る
と
と
も
に
、「
コ
ロ
ナ
後

の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
見
据

え
た
人
へ
の
投
資
」
の
具
体

化
に
向
け
、
新
た
な
外
国
人

留
学
生
受
入
れ
と
日
本
人
学

生
等
の
海
外
派
遣
の
在
り
方

な
ど
、
今
春
の
第
二
次
提
言

取
り
ま
と
め
に
向
け
た
議
論

を
進
め
ま
す
。

（
誰
も
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
機
会
の
保
障
）

　

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
子

供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
さ

ず
、
可
能
性
を
最
大
限
に
引

き
出
す
こ
と
は
重
要
で
す
。

子
供
を
巡
る
、
複
雑
化
し
、

多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
対
応

す
る
司
令
塔
と
し
て
の
こ
ど

も
家
庭
庁
と
の
連
携
も
重
要

で
す
。

　

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
、

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童

生
徒
、
貧
困
、
不
登
校
、
虐

待
等
の
困
難
を
抱
え
る
児
童

生
徒
、
特
異
な
才
能
の
あ
る

児
童
生
徒
、
へ
き
地
の
児
童

生
徒
等
に
つ
い
て
は
、
不
登

校
特
例
校
及
び
夜
間
中
学
の

全
都
道
府
県
等
で
の
設
置
、

オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
・
取
り
出

し
指
導
促
進
や
実
証
研
究
の

実
施
と
い
っ
た
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
子
供
や
健
康
課
題

を
抱
え
る
子
供
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
医
療
的
ケ
ア
児
へ

の
支
援
の
充
実
や
養
護
教
諭

等
の
支
援
体
制
の
強
化
を
進

め
ま
す
。
昨
年
成
立
し
た
法

律
に
基
づ
き
、
在
外
教
育
施

設
に
お
け
る
教
育
を
更
に
振

興
し
ま
す
。

【
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
】

　

科
学
技
術
立
国
は
、
岸
田

内
閣
の
成
長
戦
略
の
柱
で

す
。
成
長
の
原
動
力
で
あ
る

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
投
資
を
力
強
く
実
行

し
ま
す
。

　

近
年
、
相
対
的
に
低
下
す

る
我
が
国
の
研
究
力
の
強
化

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

十
兆
円
規
模
の
大
学
フ
ァ

ン
ド
に
よ
る
令
和
六
年
度
以

降
の
支
援
開
始
に
向
け
、
国

際
卓
越
研
究
大
学
法
に
基
づ

き
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究

大
学
の
実
現
に
向
け
た
取
組

を
着
実
に
進
め
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、地
域
の
中
核
大
学
や
、

特
定
分
野
に
強
み
を
持
つ
研

究
大
学
の
強
化
等
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
若
手
研
究
者
へ
の

支
援
を
強
化
し
ま
す
。
博
士

後
期
課
程
学
生
へ
の
経
済
的

支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
博
士
号
取
得
者
が
幅
広

く
活
躍
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
を
整
備
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
持
続
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
は
、

学
術
研
究
・
基
礎
研
究
の
充

実
が
重
要
で
す
。
科
学
研
究

費
助
成
事
業
、
戦
略
的
創
造

研
究
推
進
事
業
、
創
発
的
研

究
支
援
事
業
や
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
の
充
実
、
国
際
共
同
研

究
の
抜
本
的
強
化
等
に
よ

り
、
研
究
者
の
挑
戦
を
支
援

し
ま
す
。

　

研
究
の
成
果
を
社
会
に
実

装
す
る
た
め
、
産
学
官
に
よ

る
「
共
創
の
場
」
の
形
成
等

を
進
め
、
大
学
・
高
専
発
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
次
々
と
創

出
す
る
環
境
の
整
備
や
、「
起

業
家
教
育
」
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

研
究
施
設
・
設
備
や
デ
ー

タ
の
活
用
も
重
要
で
す
。

「
N
a
n
o
T
e
r
a
s
u

（
ナ
ノ
テ
ラ
ス
）」
な
ど
、
世

界
最
高
水
準
の
大
型
研
究
施

設
の
整
備
・
共
用
、
次
世
代

計
算
基
盤
の
調
査
研
究
を
進

め
る
と
と
も
に
、
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
た

計
算
基
盤
の
開
発
等
を
通
じ

て
、
研
究
Ｄ
Ｘ
を
高
度
化
・

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
向

け
、
半
導
体
や
蓄
電
池
、
バ

イ
オ
も
の
づ
く
り
等
の
革
新

的
な
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
研
究
開
発
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
計
画
等
の
核
融
合
研
究
の

ほ
か
、
高
温
ガ
ス
炉
に
係
る

研
究
開
発
・
高
速
実
験
炉「
常

陽
」
の
早
期
運
転
再
開
を
含

め
た
高
速
炉
開
発
等
の
次
世

代
革
新
炉
に
係
る
研
究
開
発

に
着
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
等
の
情
報
科
学
技

術
、
量
子
、
マ
テ
リ
ア
ル
、

再
生
・
細
胞
医
療
・
遺
伝
子

治
療
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
な
ど
、
重
要
技
術
の

研
究
開
発
を
戦
略
的
に
進
め

ま
す
。

　

将
来
の
感
染
症
危
機
に
備

え
、
国
産
ワ
ク
チ
ン
開
発
の

た
め
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

研
究
開
発
拠
点
の
形
成
等
を

進
め
ま
す
。

　

宇
宙
分
野
は
、
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

新
た
な
産
業
創
出
や
安
全
保

障
の
観
点
か
ら
も
重
要
で

す
。
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

6
号
機
の
打
上
げ
結
果
の
原

因
究
明
と
対
策
を
早
急
に
講

じ
る
と
と
も
に
、
Ｈ
3
ロ
ケ

ッ
ト
初
号
機
打
上
げ
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

日
本
人
初
の
月
面
着
陸
を
目

指
す
「
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
」

や
、
宇
宙
科
学
・
探
査
、
基

幹
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
、
革
新

的
将
来
宇
宙
輸
送
シ
ス
テ
ム

の
研
究
開
発
等
を
進
め
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
津
波

観
測
網
の
構
築
を
含
む
防
災

分
野
や
、
北
極
域
研
究
船
の

建
造
を
含
む
海
洋
・
極
域
に

関
す
る
研
究
開
発
、「
も
ん

じ
ゅ
」
や
「
ふ
げ
ん
」
の
安

全
・
着
実
か
つ
計
画
的
な
廃

止
措
置
等
の
原
子
力
に
関
す

年
頭
所
感

年
頭
所
感

る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
も
、
経
済
安

全
保
障
の
推
進
が
重
要
で

す
。
関
係
府
省
と
連
携
し
、

先
端
的
な
重
要
技
術
を
育
成

し
、
適
切
に
守
る
取
組
を
進

め
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
】

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ポ
ー
ツ

レ
ガ
シ
ー
の
継
承
・
発
展
に

向
け
、
第
三
期
ス
ポ
ー
ツ
基

本
計
画
を
推
進
し
、
ス
ポ
ー

ツ
そ
の
も
の
の
価
値
や
社
会

活
性
化
等
へ
の
寄
与
と
い
っ

た
価
値
を
更
に
高
め
、「
ス

ポ
ー
ツ
立
国
」
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

併
せ
て
国
際
競
技
大
会
等

の
運
営
の
透
明
性
・
公
正
性

の
確
保
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
や
経
営
力
の
強

化
、
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
活
動

等
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
誠

実
性
・
健
全
性
・
高
潔
性
の

確
保
等
を
進
め
る
と
と
も

に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用

し
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
国
際
競

技
力
向
上
や
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
、
学
校
体
育

の
充
実
や
地
域
に
お
け
る
持

続
可
能
で
多
様
な
子
供
た
ち

の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
、
国

民
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康

増
進
や
経
済
活
性
化
、
地
域

振
興
や
共
生
社
会
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
文
化
芸
術
】

　

日
本
各
地
で
文
化
の
振
興

を
通
じ
た
経
済
・
社
会
の
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
成
立
し
た
改
正
博
物

館
法
を
踏
ま
え
、
博
物
館
機

能
強
化
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
日
本
語
教
育
機
関
の
水

準
の
維
持
向
上
等
を
図
る
た

め
の
法
案
及
び
Ｄ
Ｘ
の
進
展

に
対
応
し
た
権
利
保
護
と
利

用
円
滑
化
の
た
め
の
著
作
権

制
度
の
充
実
の
た
め
の
法
案

の
提
出
に
向
け
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

【
終
わ
り
に
】

　

文
部
科
学
行
政
は
、「
人
」

を
育
み
、「
人
」
の
英
知
や

創
造
力
を
最
大
限
引
き
出
す

こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
皆
さ

ま
の
人
生
を
幸
福
で
豊
か
な

も
の
に
し
、
我
が
国
の
成
長

の
源
泉
と
も
な
る
も
の
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
極
め
て
重
要

で
す
。
私
は
、
一
女
性
そ
し

て
母
親
の
経
験
を
活
か
し
た

国
民
目
線
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
出
来
る
限
り
現
場
に
足

を
運
び
、
そ
の
声
に
し
っ
か

り
と
耳
を
傾
け
、
様
々
な
課

題
に
対
し
て
果
敢
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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業界の課題解決と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

国
土
交
通
省　

不
動
産
・
建
設
経
済
局

建
設
市
場
整
備
課
長

西
山

茂
樹

　

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業

組
合
連
合
会
及
び
会
員
の
皆

様
に
は
、
平
素
よ
り
国
土
交

通
行
政
の
推
進
に
つ
い
て
、

格
別
の
御
理
解
・
御
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

貴
連
合
会
の
皆
様
が
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る
電
気
工
事
業

は
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動

に
決
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支

え
、
皆
様
は
、
電
気
設
備
の

整
備
・
保
全
、
さ
ら
に
は
災

害
時
の
緊
急
対
応
な
ど
、
極

め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
貴
連
合
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
電
気
工

事
に
携
わ
る
人
材
の
確
保
・

育
成
の
た
め
、
電
気
工
事
技

能
競
技
全
国
大
会
の
開
催
や

第
一
種
電
気
工
事
士
の
定
期

講
習
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
対
し

て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
す
。

　

建
設
産
業
は
、
防
災
・
減

災
対
策
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
対
策
な
ど
を
担
う

「
地
域
の
守
り
手
」
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
地
域
の
経
済
・
雇
用

を
支
え
る
我
が
国
の
基
幹
産

業
の
一
つ
で
す
。
そ
の
一
方

で
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
に
よ
る
技
能
労
働
者
の
高

齢
化
や
大
量
離
職
期
が
間
近

に
迫
っ
て
お
り
、
建
設
業
界

が
、
今
後
と
も
そ
の
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め

に
は
、
担
い
手
の
確
保
・
育

成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
と
し
ま
し
て

は
、
建
設
産
業
の
担
い
手
を

確
保
す
る
た
め
、
安
定
的
か

つ
持
続
的
な
公
共
投
資
の
確

保
と
と
も
に
、「
処
遇
改
善
」

や
「
働
き
方
改
革
」
に
取
り

組
み
、
建
設
業
が
「
給
料
が

良
く
、
休
暇
が
と
れ
、
希
望

が
持
て
る
」、い
わ
ゆ
る
「
新

3
Ｋ
」
と
い
わ
れ
る
魅
力
的

な
産
業
と
な
る
よ
う
、「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
」
の
普
及
・
活
用
を
は
じ

め
と
し
て
、
よ
り
一
層
取
組

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

貴
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の

取
組
に
御
理
解
・
御
協
力
を

賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
貴
連

合
会
の
益
々
の
御
活
躍
に
よ

り
、
建
設
産
業
の
一
層
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
す
こ
と
を

御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

経
済
産
業
省　

中
小
企
業
庁　

長
官

角
野

然
生

1
・
令
和
5
年
と
い
う
新
し

い
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

2
・
昨
年
は
、
長
期
化
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
加
え
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
や
円
安
に
よ
る
物
価

の
高
騰
な
ど
、
多
く
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
皆
様
が
厳
し
い
経
営
環

境
に
さ
ら
さ
れ
た
1
年
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
、
全

国
の
事
業
者
の
皆
様
が
、

事
業
を
継
続
し
、
電
気
機

器
の
安
全
確
保
な
ど
、
企

業
の
社
会
的
使
命
を
果
た

す
と
と
も
に
、
地
域
経
済

を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

3
・
そ
の
上
で
本
年
は
、
足

下
の
物
価
高
を
乗
り
越
え

て
事
業
を
成
長
さ
せ
、
Ｇ

Ｘ
や
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
を
含

む
事
業
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
の
自
己
変
革

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
日
本
の
雇
用

の
7
割
、
付
加
価
値
の
5

割
以
上
を
占
め
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆

様
を
起
点
と
し
て
、投
資
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
所
得

向
上
の
3
つ
の
好
循
環
を

起
こ
し
、
我
が
国
の
経
済

を
成
長
軌
道
に
乗
せ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

4
・
持
続
的
な
成
長
や
継
続

的
な
賃
上
げ
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
資
金
繰
り
の

支
援
を
は
じ
め
と
し
た
事

業
継
続
の
下
支
え
に
加
え

て
、「
適
正
な
価
格
転
嫁

の
実
現
」
や
「
生
産
性
の

向
上
」
が
肝
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

5
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
に

向
け
て
は
、
取
引
適
正
化

の
取
組
を
強
力
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
性
の
向
上

の
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｔ
設
備

導
入
に
よ
る
事
業
効
率
化

が
効
果
的
で
あ
り
、
本
年

も
中
小
企
業
庁
は
、
Ｉ
Ｔ

導
入
補
助
金
や
も
の
づ
く

り
補
助
金
な
ど
を
通
じ

て
、
全
力
で
中
小
企
業
の

Ｄ
Ｘ
支
援
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

電
気
工
事
業
に
携
わ
ら

れ
て
い
る
皆
様
に
は
、
我

が
国
の
産
業
の
Ｄ
Ｘ
を
更

に
進
め
る
た
め
の
基
盤
イ

ン
フ
ラ
を
支
え
て
頂
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

6
・
本
年
「
癸
卯
（
み
ず
の

と
・
う
）」
は
、
冬
の
時

代
を
越
え
て
世
の
中
に
希

望
が
芽
吹
く
年
と
言
わ
れ

ま
す
。
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
皆
様
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
後
押
し
し
、
皆

様
の
希
望
の
実
現
に
全
力

を
尽
く
し
て
い
く
決
意
で

す
。
本
年
が
、
皆
様
に
と

っ
て
実
り
あ
る
年
と
な
る

よ
う
心
よ
り
祈
念
し
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

経
済
産
業
省

技
術
総
括
・
保
安
審
議
官

辻
本

圭
助

　

令
和
5
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

貴
連
合
会
及
び
会
員
の
皆

様
に
は
、
平
素
か
ら
、
産
業

保
安
・
製
品
安
全
行
政
に
対

す
る
格
別
の
御
高
配
を
頂

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
高

騰
し
、
企
業
か
ら
一
般
消
費

者
ま
で
、
幅
広
い
層
の
経
済

活
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
の
確
保
が
更
に
強
く

求
め
ら
れ
る
中
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
安
定
供
給
と
Ｇ
Ｘ
の
推

進
を
両
立
で
き
る
水
素
の
社

会
実
装
や
商
用
化
の
動
き
が

加
速
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

台
風
14
号
に
よ
っ
て
大
規
模

な
停
電
が
発
生
す
る
な
ど
、

夏
に
全
国
で
豪
雨
災
害
が
相

次
い
だ
こ
と
は
、
自
然
災
害

の
激
甚
化
を
改
め
て
印
象
づ

け
る
も
の
で
し
た
。

　

産
業
保
安
分
野
に
お
い
て

も
、
こ
う
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
や
災

害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
に
加

え
、
保
安
人
材
の
不
足
・
高

齢
化
や
電
力
・
ガ
ス
供
給
構

造
の
変
化
な
ど
、
将
来
に
わ

た
っ
て
産
業
保
安
を
継
続
的

に
確
保
す
る
上
で
の
課
題
が

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
他
の
産
業
分
野
と
同

様
に
、
Ｉ
o
T
や
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
、
Ａ
Ｉ
、
ド
ロ
ー
ン
等

の
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

革
新
的
に
進
展
す
る
中
、
こ

れ
ら
の
革
新
的
技
術
の
導
入

を
通
じ
、
安
全
性
と
効
率
性

を
追
求
し
つ
つ
、
保
安
レ
ベ

ル
を
持
続
的
に
向
上
さ
せ
る

た
め
の
取
組
で
あ
る
「
ス
マ

ー
ト
保
安
」
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
産
業
保
安
や
そ
の
規

制
体
系
の
前
提
と
な
る
経
済

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
我
々
は
、
今
、
将
来

の
産
業
保
安
の
あ
り
方
を
考

え
る
上
で
大
き
な
岐
路
に
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
6
月
に
「
高
圧
ガ
ス

保
安
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
改
正
で
は
太
陽
光
・

風
力
発
電
設
備
の
保
安
規
制

の
見
直
し
、
ガ
ス
事
業
者
間

の
災
害
時
連
携
計
画
の
事
前

策
定
の
義
務
づ
け
、
燃
料
電

池
自
動
車
の
規
制
を
道
路
運

送
車
両
法
に
一
元
化
す
る
等

を
行
っ
た
ほ
か
、
保
安
人
材

不
足
へ
の
対
応
、
画
一
的
・

詳
細
な
個
別
規
制
や
膨
大
な

届
出
を
課
す
現
状
に
対
応
す

る
た
め
、「
認
定
高
度
保
安

実
施
事
業
者
制
度
」
を
創
設

し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
つ

つ
、
自
立
的
に
高
度
な
保
安

を
確
保
で
き
る
事
業
者
に
つ

い
て
、
厳
格
に
審
査
・
認
定

し
、
安
全
確
保
を
前
提
に
、

そ
の
保
安
力
に
応
じ
、
手
続

き
や
検
査
の
在
り
方
を
見
直

し
ま
す
。
例
え
ば
届
出
の
手

続
を
不
要
と
し
て
、
記
録
保

存
手
続
と
す
る
こ
と
や
、
常

時
監
視
・
遠
隔
監
視
の
普
及

を
踏
ま
え
、
施
設
毎
の
保
安

人
員
配
置
を
合
理
化
す
る
こ

と
等
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。
本
制
度
の
運
用
を
通
じ

て
、
事
業
者
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
導
入
に
向
け
た
投
資
意
欲

を
喚
起
し
、
事
業
者
の
保
安

レ
ベ
ル
を
持
続
的
に
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
人
材
不
足

に
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
厳
し
い
課

題
を
抱
え
る
我
が
国
に
お
い

て
、
よ
り
一
層
の
電
気
設
備

の
安
心
・
安
全
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
に
設
置

さ
れ
る
国
内
約
90
万
件
の
自

家
用
電
気
工
作
物
の
う
ち
、

9
割
以
上
の
設
備
の
点
検
資

格
が
得
ら
れ
る
、
第
三
種
電

気
主
任
技
術
者
試
験
を
見
直

し
、
年
2
回
の
受
験
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
さ

ら
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で

第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
試

験
を
行
う
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
C
o

m
p
u
t
e
r
B
a
s
e

d
T
e
s
t
i
n
g
）
の

運
用
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
試
験
会
場
や
日
程
を
大

幅
に
拡
充
さ
せ
、
電
気
保
安

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
の

後
押
し
と
な
る
よ
う
対
応
し

て
参
り
ま
す
。

　

産
業
保
安
グ
ル
ー
プ
は

「
規
制
と
産
業
振
興
の
両
面

か
ら
技
術
の
進
歩
や
社
会
の

変
化
に
対
応
し
、
公
平
・
中

立
か
つ
現
場
感
を
も
っ
た
信

頼
さ
れ
る
組
織
と
し
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
国
民
の
安
全

・
安
心
を
創
り
出
す
」
こ
と

を
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
引
き
続

き
、
現
場
の
方
々
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、
種
々
の
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
貴
連
合
会
や

事
業
者
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
て
、「
国
民
の
安
全
・
安
心
」

を
創
り
出
す
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
益
々
の

御
発
展
と
御
安
全
を
祈
念
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
を
は
じ
め
、

関
係
省
庁
、
関
連
団
体
、
会

員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

当
工
業
会
の
活
動
に
多
大
な

る
ご
支
援
、ご
尽
力
を
頂
き
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
3
年
の
年
頭
に
当

た
り
、
謹
ん
で
所
感
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
、
世
界
的
に
流
行
し

始
め
て
か
ら
約
3
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
行
動
制
限
が
段

階
的
に
な
く
な
り
、
コ
ロ
ナ

と
併
存
す
る
「
W
i
t
h
コ

ロ
ナ
」
の
感
染
対
策
に
移
行

し
て
い
ま
す
。
感
染
対
策
を

し
つ
つ
も
、
コ
ロ
ナ
前
の
生

活
を
取
り
戻
す
一
年
に
な
れ

ば
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
2
0
2
2
年
2
月

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
発
端
と
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
高
騰
や
電
力
需
給

の
ひ
っ
迫
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

海
外
に
依
存
し
て
い
る
我
が

国
に
と
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
の
課
題
を
改
め
て
認

識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

J
E
M
A
は
昨
年
5
月
に

「
2
0
5
0
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
実
現
へ
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
当

会
事
業
領
域
を
通
じ
て
我
が

一
般
社
団
法
人

日
本
電
機
工
業
会

会
長　

小
笠
原

浩

国
の
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
面
と

需
要
面
の
両
面
か
ら
技
術
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
貢
献
し
、

ま
た
そ
の
社
会
実
装
に
向
け

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
議
論

を
し
て
い
く
際
の
礎
と
な
る

も
の
で
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
は
、
電
力
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
や
電

化
、
電
動
化
、
徹
底
し
た
省

エ
ネ
化
の
推
進
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
面
で

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
主
力
電
源
化
と
そ
れ
に
伴

う
電
力
供
給
の
安
定
化
、
一

方
、
需
要
面
で
は
、
更
な
る

省
エ
ネ
・
高
効
率
、
A
I
や

I
o
T
等
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

よ
る
機
器
・
設
備
の
高
度
化

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
既
存
技
術
に
加

え
て
様
々
な
技
術
開
発
の
促

進
が
重
要
と
な
っ
て
参
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に
向

け
た
『
次
世
代
型
太
陽
光
発

電
』
や
『
洋
上
風
力
発
電
』、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効

率
的
に
送
る
『
直
流
送
電
』

や
電
力
貯
蔵
の
た
め
の
『
蓄

電
池
』、『
二
酸
化
炭
素
回
収

・
貯
留
技
術
』、『
水
素
・
ア

ン
モ
ニ
ア
へ
の
燃
料
転
換
』

と
い
っ
た
様
々
な
技
術
開
発

項
目
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
更

に
原
子
力
分
野
で
は
、
原
子

力
の
再
稼
働
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
一
方
、『
小
型
モ
ジ

ュ
ー
ル
炉
』
等
の
次
世
代
革

新
炉
の
開
発
・
建
設
も
重
要

課
題
と
し
て
取
り
込
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
2
0
5
0
年

と
い
う
目
標
が
明
確
に
な
っ

た
今
、社
会
実
装
に
向
け
て
、

こ
れ
ら
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
更
に
推
進
す
る
と
同
時

に
、
我
が
国
産
業
の
国
際
競

争
力
を
高
め
る
観
点
か
ら
、

コ
ス
ト
も
意
識
し
た
技
術
開

発
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
ま
す
。
今
後
J
E
M
A

は
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基

づ
き
、
2
0
5
0
年
に
向
け

た
最
適
な
電
源
構
成
や
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
実

装
へ
の
課
題
や
電
力
料
金
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
の
付

随
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、

関
係
官
庁
、
関
係
団
体
、
会

員
企
業
と
積
極
的
に
議
論

し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、近
年
企
業
に
対
し
、

財
務
情
報
に
加
え
、
気
候
変

動
対
応
に
関
連
す
る
非
財
務

情
報
等
の
開
示
が
求
め
ら
れ

て
き
て
お
り
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
技
術
や
製
品
の
市
場
拡
大

に
欠
か
せ
な
い
、
E
S
G
投

資
の
拡
大
に
寄
与
す
る
環
境

情
報
開
示
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
J
E
M
A
は
昨
年
9

月
に
「
電
機
産
業
に
お
け
る

気
候
変
動
対
応
関
連
情
報
開

示
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

会
員
企
業
の
省
エ
ネ
、
脱

炭
素
化
の
取
り
組
み
を
後
押

し
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
機
器
点
計
量
技
術
等
を

活
用
し
、
製
品
の
製
造
や
使

用
段
階
に
お
け
る
脱
炭
素
量

を
定
量
的
に
可
視
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
脱
炭
素
量

を
訴
求
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
環
境
価
値
と
し
て
定
量

評
価
す
る
た
め
の
新
た
な
検

討
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
後
J
E
M
A
は
、
電
機

産
業
が
考
え
る
環
境
価
値
を

社
会
に
提
起
し
、
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
貢
献
す
る
グ
リ
ー
ン

技
術
・
製
品
の
市
場
拡
大
を

推
進
し
、
会
員
企
業
の
価
値

向
上
に
向
け
た
活
動
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
。
同
時
に
、

会
員
企
業
に
お
け
る
環
境
面

の
企
業
努
力
等
の
進
捗
を
可

視
化
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
て

対
外
的
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
業
界
「
G
X
レ
ポ

ー
ト
」
の
発
行
に
も
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

J
E
M
A
は
、
今
後
も
電

機
業
界
並
び
に
会
員
企
業
の

皆
様
へ
の
事
業
貢
献
に
向
け

た
活
動
に
対
し
、
一
層
力
強

く
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
一
年
の
皆
さ
ま
方
の
ご
発

展
と
、
更
な
る
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

日
本
電
気
協
会

会
長　

高
橋

宏
明

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
や

従
業
員
の
方
々
共
々
、
お
健

や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
明
る
い
話
題
と
し
て

は
、
2
月
に
開
催
さ
れ
た
冬

季
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

日
本
は
史
上
最
多
と
な
る
18

個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
女
子

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
高
木

美
帆
選
手
、
男
子
ジ
ャ
ン
プ

の
小
林
陵
り
ょ
う

侑ゆ
う

選
手
、
さ

ら
に
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
の
ロ

コ
・
ソ
ラ
ー
レ
の
皆
さ
ん
な

ど
が
見
事
な
活
躍
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
続
く
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
女
子
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
の
村
岡
桃
佳
選
手
な

ど
数
多
く
の
選
手
が
新
聞
、

Ｔ
Ｖ
を
賑
わ
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
将

棋
界
で
は
、
藤
井
聡
太
さ
ん

が
史
上
最
年
少
で
5
冠
と
な

り
ま
し
た
し
、
プ
ロ
野
球
で

も
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の

村
上
宗
隆
選
手
が
史
上
最
年

少
で
三
冠
王
を
達
成
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な

分
野
で
若
い
世
代
の
活
躍
が

目
立
ち
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
加
え
ま
す
と
、
夏

の
全
国
高
校
野
球
で
は
、
仙

台
育
英
高
校
が
優
勝
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
初
め
て
優
勝

旗
が
白
河
の
関
を
越
え
て
、

私
の
地
元
東
北
に
入
っ
た
こ

と
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、
暗
い
面
を
考
え
ま

す
と
、
ま
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
残
念
な
が

ら
未
だ
収
束
の
兆
し
を
見
せ

て
お
り
ま
せ
ん
。
日
本
を
は

じ
め
世
界
各
国
は
、
コ
ロ
ナ

の
克
服
と
経
済
の
回
復
を
両

立
す
る
政
策
へ
と
転
換
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。
世
界
の
人

々
は
現
在
コ
ロ
ナ
と
い
う
未

曾
有
の
困
難
に
立
ち
向
か
っ

て
、
ワ
ク
チ
ン
や
新
薬
の
開

発
な
ど
、
英
知
と
技
術
を
結

集
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
に
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
克
服
と
、
新
た
な
社

会
生
活
に
向
け
て
前
進
し
て

い
た
年
で
あ
っ
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

も
う
1
つ
暗
い
面
で
す

が
、
昨
年
7
月
に
、
安
倍
元

総
理
が
凶
弾
に
倒
れ
る
と
い

う
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
痛

ま
し
い
事
件
が
起
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
ま
た
、
国
内
政

治
の
様
々
な
面
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
さ
ら
に
、
宗
教
団
体

と
信
者
、
寄
付
金
等
の
問
題

に
ま
で
波
及
し
た
の
は
ご
案

内
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
し
い
年
の
こ
と

を
考
え
ま
す
と
、
世
界
を
震

撼
さ
せ
た
昨
年
2
月
の
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
が
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う

に
展
開
す
る
の
か
。
侵
攻
か

ら
も
う
す
ぐ
1
年
が
経
と
う

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

影
響
は
全
世
界
に
広
が
り
、

深
刻
度
を
増
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
食
料
の
高
騰
や
各

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
深

刻
な
影
響
が
出
て
お
り
ま

す
。
日
本
に
お
い
て
は
、
そ

れ
に
円
安
も
重
な
り
、
燃
料

価
格
が
過
去
に
経
験
の
な
い

水
準
ま
で
高
騰
す
る
な
ど
、

日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
大

き
な
影
響
が
出
て
お
り
ま

す
。そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

電
力
会
社
も
電
気
料
金
の
値

上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
様
々
な
要

因
か
ら
電
力
の
供
給
力
が
不

足
し
、
電
力
需
給
が
逼
迫
し

ま
し
た
。
1
年
前
は
皆
さ
ま

に
節
電
へ
の
ご
協
力
を
頂
い

た
こ
と
で
、
何
と
か
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
冬
も
供
給
余
力

は
十
分
で
は
な
く
、
目
下
無

理
の
な
い
範
囲
で
節
電
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
内

閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
す
る

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
行

会
議
で
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
と
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
た
基
本
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電

源
化
と
、
原
子
力
発
電
を
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
特
に
、
原
子
力
政
策
で

は
、
安
全
性
を
最
優
先
に
、

再
稼
働
に
向
け
て
、
関
係
者

の
総
力
を
結
集
す
る
。
運
転

期
間
の
延
長
な
ど
既
設
原
子

力
発
電
所
を
最
大
限
に
活
用

す
る
。
次
世
代
革
新
炉
の
開

発
・
建
設
な
ど
を
進
め
る
。

ま
た
再
処
理
・
廃
炉
・
最
終

処
分
の
プ
ロ
セ
ス
を
加
速
化

す
る
。
そ
の
よ
う
な
包
括
的

な
指
針
が
国
か
ら
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

原
子
力
発
電
が
、
今
後
中
長

期
的
に
、
社
会
に
着
実
に
貢

献
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な

る
こ
と
が
、
明
確
に
期
待
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
電
気
業
界
の
大

き
な
課
題
の
一
つ
に
電
気
技

術
者
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
特
に
近
年
、
太
陽
光
や

風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
が
急
速
に

増
加
し
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
等

に
よ
り
、
そ
の
電
気
保
安
に

係
る
人
材
の
不
足
が
顕
在
化

し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た

課
題
に
対
し
、
必
要
な
技
術

者
を
確
保
す
る
た
め
、
日
本

電
気
協
会
を
含
む
電
気
関
係

7
団
体
が
、
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ

ア
「
Ｗ
ａ
ｔ
ｔ
Ｍ
ａ
ｇ
ａ

ｚ
ｉ
ｎ
ｅ
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
電
気
業
界
の

認
知
度
向
上
と
若
者
の
入
職

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
電
気
協
会

で
は
ご
承
知
の
通
り
、
電
気

新
聞
を
発
行
し
て
お
り
ま

す
。
電
気
新
聞
は
、
変
化
が

激
し
く
ま
す
ま
す
複
雑
化
す

る
近
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

や
電
力
市
場
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
細
的
確
に
、
そ
し
て

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
有
益
な

情
報
を
お
伝
え
す
る
専
門
紙

と
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

礎
で
あ
る
電
気
は
、
こ
れ
か

ら
も
人
々
の
生
活
を
支
え
続

け
、
新
た
な
未
来
を
確
実
に

拓
く
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
、
癸
み
ず
の
と
卯う

で
あ
り
ま
す
。
兎
は
跳
ね
る

こ
と
か
ら
景
気
が
上
向
き
に

跳
ね
る
、
回
復
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
あ
や
か
り
、
今
年
は

経
済
や
景
気
が
着
実
に
上
昇

に
向
か
う
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
早
期
に
終

結
し
、世
界
に
平
和
が
戻
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
な
ど
が

十
分
に
供
給
さ
れ
、
人
々
の

幸
せ
な
生
活
が
回
復
さ
れ
る

よ
う
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

人
々
に
と
っ
て
新
年
が
平
和

で
輝
か
し
い
年
に
な
る
よ

う
、
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
日
本
電
気
協
会

は
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆

さ
ま
、
電
気
関
係
事
業
者
の

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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2023年 3 月～2023年 5 月
所属工組の講習を受講しよう！

第一種電気工事士定期講習     
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 4月 6日 木 103301 かでる2.7 大会議室（ 4階）
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

宮城 4月14日 金 113301 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

福島
4月12日 水 116301 いわき新舞子ハイツ 福島県電気工事工業組合

℡024-535-04774 月18日 火 116302 福島県青少年会館

新潟
4月13日 木 117301 

新潟ユニゾンプラザ
新潟県電気工事工業組合
℡025-229-15874 月18日 火 117302 

関
東

茨城

4月 4日 火 121301 ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター
  集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

4 月 7 日 金 121302 

4 月14日 金 121303 

栃木 4月21日 金 122301 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

千葉 4月10日 月 125301 千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

東京
4月 7日 金 126301 全国家電会館 5 階

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-73014 月13日 木 126302 

府中の森芸術劇場
2階 平成の間

中
部

長野 4月26日 水 131301 長野県JAビル 12A会議室
長野県電気工事業工業組合
℡026-262-1493

静岡 4月 5日 水 133301 静岡労政会館 6 階 ホール
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

北
陸

富山 4月 7日 金 141301 
富山県中小企業研修センター
2階 大ホール

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

福井 4月 4日 火 143301 
福井商工会議所
コンベンションホール

福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

滋賀 4月12日 水 151301 コラボしが21 3 階 大会議室
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

兵庫
4月12日 水 154301 兵庫県電気工事技術会館

5階 大講堂
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-39034 月26日 水 154302 

中
国 鳥取 4月19日 水 161301 

鳥取県立倉吉未来中心
2階 セミナールーム 3

鳥取県電気工事業工業組合
℡0857-24-9213

四
国

徳島 4月 7日 金 171301 
徳島県JA会館
本館 1 階 すだちホール

徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

香川
4月16日 日 172301 

香川県土木建設会館
香川県電気工事業工業組合
℡087-816-14334 月27日 木 172302 

高知 4月 4日 火 174301 高知城ホール
高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州

福岡
4月 6日 木 181301 

毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-77474 月26日 水 181302 

佐賀
4月11日 火 182301 

佐賀市文化会館
3 F 大会議室 佐賀県電気工事業工業組合

℡0952-31-2030
4 月26日 水 182302 

佐賀市文化会館
1 F イベントホール

鹿児島 4月 6日 木 187301 鹿児島県市町村自治会館
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

2023年4月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 5月18日 木 103302 かでる2.7 大会議室（ 4階） 北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420北見 5月19日 金 105301 北見市民会館 小ホール

東
北 福島 5月16日 火 116303 いわき新舞子ハイツ

福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

関
東

茨城 5月16日 火 121304 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター
  集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

埼玉
5月 9日 火 124301 

埼玉電気会館 5 階 大会議室
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-02425 月11日 木 124302 

神奈川

5 月21日 日 127301 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

5 月26日 金 127302 

5 月30日 火 127303 

中
部

長野 5月 9日 火 131302 松筑建設会館 3 階 大会議室
長野県電気工事業工業組合
℡026-262-1493

岐阜 5月10日 水 132301 ワークプラザ岐阜
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

静岡 5月18日 木 133302 プラサヴェルデ
静岡県東部電気工事協同組合
℡055-922-1433

愛知

5月11日 木 134301 

名古屋国際会議場 431・432
愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

5 月16日 火 134302 

5 月21日 日 134303 

近
畿

大阪

5月 8日 月 153301 大阪府電気工事技術会館 6 F
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

5 月14日 日 153302 大阪府社会福祉会館 5 F

5 月30日 火 153303 大阪府電気工事技術会館 6 F

奈良
5月19日 金 155301 奈良県電気工事工業協同組合

技術センター
奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-43405 月23日 火 155302 

中
国 岡山

5月28日 日 163301 
岡山商工会議所 1 階 会議室

岡山県電気工事工業組合
℡086-261-09005 月30日 火 163302 

九
州 熊本 5月10日 水 184301 

熊本県青年会館
2階 大ホール

熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-2171

2023年5月

満 席

満 席

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 3月 2日 木 103207 北海道電気会館 6 階 北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420釧路 3月 8日 水 101201 釧路市生涯学習センター

東
北

青森
3月 1日 水 111205 ユートリー 1 階 大ホールB

青森県電気工事業工業組合
℡017-773-19353 月14日 火 111206 

青森県労働福祉会館
(ハートピアローフク)

岩手
3月 3日 金 112202 

奥州市文化会館（Ｚホール）
1階 展示室 岩手県電気工事業工業組合

℡019-656-3255
3 月16日 木 112203 

いわて県民情報交流センター
（アイーナ） 8階 研修室812

宮城
3月 3日 金 113205 

東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-26763 月14日 火 113206 

秋田
3月 6日 月 114203 秋田県社会福祉会館

10階 大会議室
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-15873 月14日 火 114204 

山形 3月 9日 木 115203 山形ビッグウイング
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

新潟
3月 3日 金 117205 

新潟ユニゾンプラザ
新潟県電気工事工業組合
℡025-229-15873 月 7 日 火 117206 

関
東

茨城
3月 2日 木 121205 ザ・ヒロサワ・シティ会館

（茨城県立県民文化センター
  集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-31333 月12日 日 121206 

栃木
3月 8日 水 122203 

護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-19313 月15日 水 122204 

群馬 3月23日 木 123204 前橋問屋センター会館 2 階
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

埼玉

3月 2日 木 124207 

埼玉電気会館 5 階 大会議室
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

3 月 6 日 月 124208 

3 月 9 日 木 124209 

3 月12日 日 124210 

3 月15日 水 124211 

千葉

3月 3日 金 125208 

千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

3 月 7 日 火 125209 

3 月10日 金 125210 

東京

3月 2日 木 126211 
全国家電会館 5 階

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

3 月 6 日 月 126212 

3 月10日 金 126213 
府中の森芸術劇場
2階 平成の間

3月17日 金 126214 全国家電会館 5 階

神奈川

3月 3日 金 127212 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

3 月 5 日 日 127213 

3 月10日 金 127214 

3 月13日 月 127215 

3 月17日 金 127216 

3 月20日 月 127217 

中
部

長野 3月10日 金 131204 長野地域職業訓練センター
長野県電気工事業工業組合
℡026-262-1493

岐阜 3月 2日 木 132205 OKBふれあい会館 3 階
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

静岡 3月 2日 木 133206 
プラサヴェルデ
コンベンションホールB

静岡県東部電気工事協同組合
℡055-922-1433

愛知
3月 2日 木 134208 

名古屋国際会議場 431・432
愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-71513 月 8 日 水 134209 

三重
3月 5日 日 135203 

三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-48623 月16日 木 135204 

北
陸

富山 3月14日 火 141203 
富山県中小企業研修センター
2階 大ホール

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

石川 3月10日 金 142203 
石川県地場産業振興センター
本館 2 階

石川県電気工事工業組合
℡076-269-7880

近
畿

滋賀 3月 8日 水 151203 コラボしが21 3 階 大会議室
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

京都
3月 2日 木 152203 京都テルサ 京都府電気工事工業組合

℡075-672-43113 月 9 日 木 152204 舞鶴西公民館

大阪

3月 1日 水 153208 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

3 月 7 日 火 153209 

3 月12日 日 153210 

3 月14日 火 153211 

3 月16日 木 153212 

奈良 3月10日 金 155202 
奈良県電気工事工業協同組合
技術センター

奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-4340

中
国

広島
3月 3日 金 164204 広島県情報プラザ

多目的ホール
広島県電気工事工業組合
℡082-241-17313 月 9 日 木 164205 

山口
3月 9日 木 165202 カリエンテ山口

（山口県婦人教育文化会館）
山口県電気工事工業組合
℡083-921-08853 月15日 水 165203 

四
国

徳島 3月 9日 木 171202 
徳島県JA会館
（別館 2 階 大ホール）

徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

香川 3月14日 火 172203 香川県土木建設会館
香川県電気工事業工業組合
℡087-816-1433

愛媛 3月 3日 金 173204 えひめ南JA会館 2 階
愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3012

高知 3月 7日 火 174203 高知城ホール
高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州
・
沖
縄

福岡

3月 3日 金 181207 毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

3 月10日 金 181208 福岡商工会議所

3月17日 金 181209 毎日西部会館

熊本
3月 5日 日 184202 

熊本県青年会館
熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-21713 月13日 月 184203 

大分 3月 9日 木 185202 
大分県教育会館
1階 多目的ホール

大分県電気工事業工業組合
℡097-568-2146

鹿児島 3 月 1 日 水 187202 オロシティーホール
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

沖縄 3月 9日 木 191203 
沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452

2023年3月

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席
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　全日電工連は、2023年オートリース促進キャンペー
ンを今年度も実施する。
　期間は2023年1月20日～4月30日まで。
　組合員各位におかれましては、積極的なご利用をお願
いいたします。

オートリース
促進キャンペーン実施

積極的にご利用ください！積極的にご利用ください！

2023年2023年

オートリース制度　工組別グループ一覧

ダイヤモンド 山形・埼玉・山口・新潟・北海道・石川・和歌山

ゴールド
滋賀・広島・愛知・大阪・高知・佐賀・茨城

東京・香川・群馬・京都・神奈川・大分・沖縄

シルバー

福井・青森・秋田・富山・兵庫・宮城・福島

栃木・岡山・島根・福岡・静岡東部・徳島・熊本

山梨・長野・三重・愛媛・長崎・岩手・奈良

宮崎・鹿児島・千葉・静岡・岐阜・鳥取

　

電
気
工
事
会
社
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
役

立
つ
新
サ
ー
ビ
ス
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ-

Ｕ
Ｐ

（
デ
ン
ナ
ッ
プ
）」が
2
0
2
3
年（
令

和
5
年
）5
月
1
日
よ
り
開
始
す
る
。

　

全
国
で
先
着
2
0
0
社
（
限
定
）

に
は
特
別
価
格
で
提
供
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
先
行
利
用
2
0
0

社
が
定
員
と
な
っ
た
場
合
、
2
0
1

社
以
降
は
通
常
価
格
で
提
供
さ
れ

る
。
特
別
価
格
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

期
間
は
、
利
用
開
始
よ
り
2
年
間

（
24
カ
月
）。

【
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス
概
要
】

　

施
工
管
理
と
写
真
管
理
サ
ー
ビ
ス

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
順
次
利
用
で
き

る
機
能
を
充
実
し
て
い
く
。

①
「
施
工
管
理
Ｄ
Ｘ
」
ア
プ
リ

　
　
（
ア
プ
リ
名
：
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
）

（1） 
現
場
情
報
や
お
客
様
情
報
を
一
元

ＤＸ推進の新サービス「ＤＥＮ-ＵＰ」ＤＸ推進の新サービス「ＤＥＮ-ＵＰ」
55月にスタート月にスタート ご利用をご検討ください

管
理
可
能
で
、
自
社

社
員
だ
け
で
な
く
招

待
し
た
協
力
会
社
と

も
ミ
ス
な
く
情
報
共

有
（2） 
チ
ャ
ッ
ト
機
能
の
活

用
に
よ
る
進
捗
状
況

に
加
え
、
写
真
・
図
面
・
各
種
資

料
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有

（3） 
各
種
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可
能
で
自

社
で
管
理
し
や
す
い
項
目
、
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
を
設
定

②
「
写
真
管
理
Ｄ
Ｘ
」
ア
プ
リ

　
　
（
ア
プ
リ
名
：
P
h
o
t
o
M

a
n
a
g
e
r
）

（1） 
電
子
小
黒
板
機
能
や
複
数
の
台
帳

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
電

子
納
品
用
デ
ー
タ
や
写
真
台
帳
を

ら
く
ら
く
作
成

（2） 
ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
デ
ー
タ
共
有
機

能
に
よ
り
、
現
場
と
オ
フ
ィ
ス
で

同
じ
現
場
写
真
を
見
ら
れ
る
の
で

伝
達
ミ
ス
を
低
減

（3）
現
場
写
真
を
図
面
と
紐
づ
け
て
記

録
・
管
理
が
で
き
、更
に
詳
し
く
、

便
利
に
現
場
状
況
を
共
有

【サービス導入の流れ】

step①　先行利用申込サイトでサービス内容を確認

　ＤＥＮ-ＵＰの詳細がわかる「導入動画」等を掲載した「先行利用申込サ
イトの利用」を申請して、動画等でサービス内容を確認する。下記フォーム
からの申請者に「先行利用申込サイト」のウェビナーＵＲＬがメールで送ら
れる。サービス申し込み前に必ず視聴・閲覧して内容の把握をすること。

「ＤＥＮ-ＵＰ」先行利用申込サイトの申請フォーム

https://forms.gle/UrAbCkVKHf6bvhAx6
※上記の申請フォームは本申込みではないので注意

step②　「ＤＥＮ-ＵＰ」質問受付会

　ＤＥＮ-ＵＰの質問受付会を下記の日程で実施する。
　（1）2023年2月10日（金）12:00～13:00
　（2）2023年2月24日（金）18:00～19:00
step③　先行利用申し込みサイトより直接申し込み

　申し込みは「先行利用申込みサイト」から行う。完了後、詳細の案内・支
払い・利用開始日などについて連絡が来る。

「ＤＥＮ-ＵＰ先行利用申込みサイト」

受付開始　2023年3月31日（金）12：00（正午）～

　このサイトからの申込みが本申込みとなる。全国からの先着順受付で200
社になった時点で締め切られ、201社目以降は組合員通常価格での利用とな
る。利用申込み後のキャンセルは不可。本申込み後は必ず利用料金の請求が
発生する。
・導入についての相談・お問い合わせ先
ＤＥＮ-ＵＰ事務局　https://form.run/@znddenup-1663822411 
※導入を検討されている方は、上記フォームへお問い合わせください。
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105-0014 2-9-11 1F TEL:03 5232 5867 FAX:03 5442 2758

全 日 電 工 連 協 賛 会 社 優良製品・商品をご使用下さい！ 協賛会社商品紹介§ § § §
㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

ア サ ダ ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

大 光 電 機 ㈱

タ キ ゲ ン 製 造 ㈱

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

㈱ ホ タ ル ク ス

㈱ 前 垣

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス
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弔慰金　▶病死・その他
【北海道】 恵庭市 野村電気㈱ 野村幸一様 60

【秋田】 由利本荘市 ㈲伊藤電気商会 伊藤芳雄様 85

【宮城】 多賀城市 ㈱鈴電 鈴木光夫様 78

【石川】 七尾市 ㈲中村電気商会 中村孝様 83

【群馬】 伊勢崎市 ㈲タカユウ電機 岩沼孝男様 76

見舞金

【熊本】 球磨郡 錦電気商会 石田浩二様 入院見舞
【埼玉】 川越市 橋本電機商会 橋本喜代志様 71

【千葉】 旭市 柴電気工業 柴正之様 84

【神奈川】 高座郡 ㈱電設センター 北本賢一様 45

【静岡】 静岡市 ㈱小林電気 小林勲様 79

【京都】 久世郡 佐山電設㈱ 芦田隆男様 75

【京都】 京都市 大山電機 大山重雄様 85

【大阪】 堺市 奥谷電業㈱ 伊東哲様 76

【山口】 下関市 ㈲杉山電業 杉山正様 79

【愛媛】 松山市 ㈲栄幸電気 古川邦博様 73

　

埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組

合
（
沼
尻
芳
治
理
事
長
）
の

青
年
部
会（
赤
池
忠
徳
会
長
）

は
令
和
4
年
12
月
14
日
、
さ

い
た
ま
市
の
埼
玉
電
気
会
館

で
「
電
気
工
事
業
界
理
解
促

進
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
平
成
26
年

か
ら
開
催
し
て
お
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
近
年
は
中
止
と
な
っ

て
い
た
が
、
今
回
、
令
和
元

年
以
来
、
3
年
ぶ
り
6
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
、
青
年
部
会
の
会

員
18
名
と
埼
玉
県
内
の
工
業

高
校
8
校
の
教
員
・
生
徒
約

埼
玉
県
工
組
・
青
年
部
会

業
界
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

業
界
理
解
促
進
研
修
会
を
開
催

80
名
が
参
加
し

て
、
意
見
交
換
会

と
体
験
学
習
を
実

施
し
た
。

　

挨
拶
し
た
赤
池

会
長
は
「
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
を

提
供
す
る
こ
の
業

種
を
若
い
人
た
ち

に
知
っ
て
も
ら

い
」と
述
べ
た
。

　

意
見
交
換
会

は
生
徒
を
7
班

に
分
け
、
青
年

部
会
員
と
「
電

気
屋
に
な
ろ

う
」
を
テ
ー
マ

に
「
電
気
工
事

っ
て
何
？
」「
生

活
と
電
気
」「
自

然
災
害
」
の
設

問
で
活
発
な
質

い
、
入
職
者
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。
本
日
は
、
当
組
合

で
も
有
望
な
若
手
経
営
者
を

呼
ん
で
い
る
。
生
徒
の
皆
さ

ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
聞
い
て
頂
き
、
就
職
の
選

択
肢
の
一
つ
に
加
え
て
ほ
し

意見交換会

ＩｏＴ管理システムを学ぶ

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
実
技
研
修
場
で
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク
ワ
ー
ク
ス
社
の
協
力
に

よ
る
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
ｏ
Ｔ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
体
験

学
習
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

多
数
の
教
員
や
生
徒
が
Ｉ
ｏ

Ｔ
に
よ
る
管
理
シ
ス
テ
ム
に

興
味
を
示
し
、
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。　

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は

「
電
気
工
事
士
の
仕
事
に
つ

い
て
よ
く
学
べ
た
」「
こ
れ

か
ら
の
就
職
活
動
や
学
校
で

の
勉
強
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

【
組
織
基
盤
強
化
対
策
】

・
電
工
組
改
革
Ｗ
Ｇ
活
動

　

昨
年
6
月
以
降
、
本
格
的
に
活
動
を
開
始

し
た
電
工
組
改
革
Ｗ
Ｇ
は
、
理
事
長
お
よ
び

工
組
執
行
部
か
ら
の
諮
問
事
項
に
基
づ
き
、

組
合
組
織
の
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
検

討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
各
工
組
で
は
理
事

長
に
指
名
さ
れ
た
委
員
長
主
導
の
も
と
、
組

合
組
織
の
将
来
に
向
け
た
持
続
的
発
展
に
繋

が
る
施
策
の
提
案
を
行
う
た
め
に
、
活
発
な

協
議
を
重
ね
て
い
る
。

★
岩
手
県
工
組
改
革
Ｗ
Ｇ

令
和
4
年
8
月
24
日　

第
1
回
会
議

令
和
4
年
10
月
11
日　

第
2
回
会
議

・
構
成
員　

浅
沼
克
人
委
員
長
の
も
と
、
青

年
部
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
工
組
理
事
、
青
年
部
Ｏ

Ｂ
、
現
役
青
年
部
員
等
6
名

◆
諮
問
事
項
お
よ
び
協
議
概
要

①
組
合
メ
リ
ッ
ト
創
出
対
策

（1） 
組
合
交
流
（
組
織
内
外
）
に
よ
る
人
的
信

頼
関
係
の
構
築
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡

大
（2） 
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
充
実
の

福
利
厚
生
事
業

（3）
情
報
提
供

（4）
研
修
（
安
全
教
育
、新
規
採
用
受
け
入
れ
）

②
組
合
活
性
化
対
策

（1）
若
手
人
材
の
積
極
登
用

持
続
的
発
展
を
目
指
し
た

持
続
的
発
展
を
目
指
し
た

活
動
が
活
発
化
！

活
動
が
活
発
化
！

開催工組 開催日

兵　庫 R4年1月14日

沖　縄 R4年4月14日

和歌山 R4年10月21日

秋　田 R4年10月26日

静　岡 R4年10月28日

長　崎 R4年11月17日

福　岡 R4年11月22日

宮　崎 R5年1月26日

熊　本 R5年2月9日(予定)

受講出席者

工組正副理事長、支部の正副理事長

工組青年部・女性部員

工組・支部事務局職員

（2）
女
性
部
の
設
立

（3）
情
報
伝
達

（4）
災
害
時
B
C
P
案
の
策
定

（5）
事
業
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
徹
底

③
加
入
手
数
料
等
引
き
下
げ
対
策
（
組
合
員

加
入
促
進
対
策
）

★
長
野
県
工
組
改
革
Ｗ
Ｇ

令
和
4
年
9
月
16
日　

第
1
回
会
議

令
和
4
年
10
月
25
日　

第
2
回
会
議

令
和
4
年
12
月
6
日　

第
3
回
会
議

・
構
成
員　

小
松
幸
紀
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、

青
年
部
Ｏ
Ｂ
、
現
役
青
年
部
員
等
6
名

◆
諮
問
事
項
お
よ
び
協
議
概
要

　

組
合
員
の
増
強
対
策
に
つ
い
て

　

取
り
組
み
の
方
向
性

①
入
会
メ
リ
ッ
ト
の
拡
充

（1） 
入
会
候
補
者
の
情
報
整
備
、リ
ス
ト
作
成
、

勧
誘

（2） 
メ
リ
ッ
ト
の
拡
充
↓
各
種
研
修
会
の
拡
充

（
最
新
技
術
や
経
営
に
関
す
る
研
修
等
の

充
実
）

②
各
支
部
の
増
強
活
動
支
援（
予
算
の
確
保
）

（1） 
現
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
（
後
継
者
育
成
、
青

年
部
活
動
拡
大
、
事
業
承
継
支
援
・
研
修

会
開
催
）

（2）
情
報
提
供

（3） 
連
携
強
化
（
仕
事
や
資
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
構
築
）

★
和
歌
山
県
工
組
改
革
Ｗ
Ｇ

令
和
4
年
7
月
20
日　

第
1
回
会
議

令
和
4
年
10
月
21
日　

第
2
回
会
議

・
構
成
員　

泉
造
る
委
員
長
の
も
と
、
青
年

部
員
Ｏ
Ｂ
等
5
名

◆
諮
問
事
項
お
よ
び
協
議
概
要

①
組
合
員
拡
大
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て
の

検
討

　

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
等
に
よ
る
組
合
員

の
減
少
へ
の
対
策
、
組
合
の
安
定
経
営
と
組

織
の
強
化
、
持
続
の
た
め
の
組
合
員
増
強
を

第
一
重
点
と
し
、
解
決
に
臨
む
。

②
第
1
回
答
申　

新
規
加
入
組
合
員
に
対
す

る
祝
金
、
紹
介
元
組
合
員
へ
の
謝
金
の
贈
呈

に
よ
る
組
合
加
入
促
進
の
実
施

　

引
き
続
き
、
第
2
回
答
申
に
向
け
た
協
議

を
進
め
る
。

岩手県工組のＷＧ会議

【
財
政
基
盤
強
化
対
策
】

・
組
合
財
政
簡
易
診
断
研
修
会

　

組
合
財
政
の
現
状
を
把
握
し
、
今
後
の
組

合
経
営
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
組
合
運
営
に

お
け
る
収
益
に
貢
献
す
る
事
業
、
制
度
、
活

動
を
探
す
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
機
会
と

し
て
、
希
望
す
る
工
組
で
組
合
幹
部
役
職
員

を
対
象
に
、
研
修
会
（
Ｓ
Ｔ
提
案
研
修
・
意

見
交
換
会
）
を
開
催
し
て
い
る
。
今
後
、
開

催
工
組
で
の
意
見
等
を
ま
と
め
て
全
国
と
共

有
化
し
て
い
く
。開
催
工
組
は
左
記
の
通
り
。
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三菱電機

「暮らしと設備」

税制優遇制度もご紹介！

パナソニック

「ＤＥＮＺＡＩ ＴＥＲＡＳＵ」

補助金の他にもお役立ち情報が

多数！

補助金活用情報補助金活用情報
　お住まいの地域別・商品別に検索できま
す。検索サイトはこちらから（ＱＲ参照） 小野寺 涼一 理事長

北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合

人は鏡、教師であり
反面教師。事あるご
とに自分をチェック。

渋谷 武 理事長

富
山
県
電
気
工
事
工
業
組
合米沢 寛 理事長

石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合

十分に考えたうえ
で、思い切って実行
すること。

人皆等しく人生に苦
楽あり。驕らず焦ら
ず落込まず。

熟慮断行
得意粛然

失意泰然

人の振り見て

我が振り直せ

～ my commitment ～座 右 の 銘

前田 豊次 理事長

福
井
県
電
気
工
事
工
業
組
合

人間は苦労や困難を
乗り越えることで　
立派な人物になる。

艱難汝を玉にす

設立日

設
立
済

茨城県 2007/2/2設立
熊本県 2019/3/16設立
京都府 2019/8/7設立
沖縄県 2020/11/11設立
岡山県 2020/12/19設立
福井県 2021/6/2設立
静岡県 2021/6/16設立
高知県 2022/1/14設立
千葉県 2022/3/3設立
福岡県 2022/12/21設立
設立済電工組数　10工組

　

全
日
電
工
連
で
は
、
2
0
1

8
年
度
か
ら
『
も
っ
と
女
性
が

活
躍
で
き
る
電
気
工
事
業
界
を

目
指
す
』
こ
と
を
テ
ー
マ
に
女

性
活
躍
推
進
事
業
を
開
始
。

2
0
1
9
年
度
末
か
ら
女
性
部

未
設
立
電
工
組
に
向
け
て
電
工

組
女
性
部
設
立
促
進
の
お
願
い

を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
全
国
女
性
部
連
絡

協
議
会
が
発
足
、
全
日
電
工
連

70
周
年
時
に
「
全
国
女
性
部
協

議
会
」
へ
の
改
編
を
目
指
す
準

備
組
織
と
し
て
活
動
を
開
始
し

た
。
現
在
、
10
電
工
組
で
女
性

部
が
設
立
さ
れ
て
活
動
を
展
開

し
て
お
り
、
3
月
に
は
石
川
県

で
女
性
部
が
発
足
を
予
定
す
る

な
ど
順
調
な
動
き
を
見
せ
て
い

る
。

　

女
性
部
は
、
業
界
と
組
合
の

活
性
化
と
充
実
に
寄
与
す
る
重

要
な
存
在
で
あ
る
。
女
性
経
営

者
を
中
心
に
、『
新
た
に
女
性

技
術
者
の
入
職
を
促
進
す
る
必

要
性
』
と
『
す
で
に
業
界
に
就

労
し
て
い
る
女
性
従
事
者
の
活

躍
の
場
の
拡
大
・
多
能
ス
キ
ル

化
』
を
進
め
、
全
国
の
電
工
組

で
女
性
部
の
設
立
の
促
進
と
、

自
律
的
な
組
織
化
を
目
指
す
と

と
も
に
、
将
来
的
に
は
女
性
部

を
経
験
さ
れ
た
方
が
、
組
合
の

幹
部
役
員
と
し
て
活
躍
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
技
術
革
新
等
に
よ
る

時
代
の
変
化
に
組
合
と
し
て
対

応
す
べ
く
、
女
性
な
ら
で
は
の

視
点
や
対
応
力
を
生
か
し
、
全

国
の
女
性
部
に
対
す
る
指
導
の

統
一
性
を
持
た
せ
る
活
動
を
展

開
す
る
方
針
だ
。

　

関
東
電
気
工
事
青
年
部
連

合
会
（
小
林
誠
会
長
）
は
令

和
4
年
10
月
15
日
（
土
）
に

神
奈
川
県
電
気
工
事
工
業
組

合
青
年
部
会
（
勝
亦
安
友
会

長
）
の
主
管
で
、
第
11
回
会

員
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
共
生　

多
様

性
溢
れ
る
紅
の
盃
を
共
に
交

わ
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
馬

入
ふ
れ
あ
い
公
園
ひ
ら
つ
か

サ
ン
ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ
で
フ

ッ
ト
サ
ル
大
会
を
開
催
し
、

爽
や
か
な
汗
を
流
し
な
が

ら
、
各
工
組
会
員
同
士
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
ホ
テ
ル

サ
ン
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
に
移

動
し
、
記
念
式
典
お
よ
び
懇

関東電気工事青年部連合会関東電気工事青年部連合会 会 員 大 会 を 開 催会 員 大 会 を 開 催

　

福
岡
県
電
気
工
事
業

工
業
組
合
（
樋
口
和
宏

理
事
長
）
は
令
和
4
年

12
月
21
日
、
福
岡
市
の

電
気
工
事
会
館
で
福
岡

県
電
工
組
女
性
部
会
の

設
立
式
を
行
っ
た
。

　

同
工
組
で
は
男
女
の

分
け
隔
て
な
い
意
欲
あ

る
人
材
の
活
躍
支
援
、

女
性
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
を
共
に

作
り
あ
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
取
り
組
み
と

認
識
。
女
性
部
設
立
に

よ
り
さ
ら
に
活
躍
推
進

で
き
る
場
と
す
る
こ
と

が
目
的
だ
。
女
性
部
の

設
立
は
全
国
で
10
番
目

と
な
る
。

　

設
立
式
に
は
、
来
賓

の
全
国
女
性
部
連
絡
協

議
会
の
北
川
麻
弓
代
表

世
話
人
、
樋
口
理
事
長

を
は
じ
め
と
す
る
同
工

組
役
員
と
女
性
部
会
の

メ
ン
バ
ー
が
参
加
。

　

今
後
の
事
業
方
針
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

女
性
部
会
を
設
立

女
性
部
会
を
設
立

福
岡
県
工
組

新たな活動を開始する女性部会員

親
会
を
開

催
。
工
夫
や

演
出
を
凝
ら

し
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で

盛
り
上
が
り

を
み
せ
、
当

初
の
目
的
で

あ
る
会
員
相

互
の
交
流
等

が
十
分
に
図

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は

平
塚
市
の
落

合
克
宏
市

長
、
全
関
東

電
気
工
事
協

会
の
嶋
野
貞

雄
会
長
を
は

じ
め
多
く
の

ご
来
賓
の
方

に
ご
参
加
い

た
だ
き
式
典

に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
我
々
青
年
部
の
仲

間
で
あ
る
全
日
電
工
連
青
年

部
協
議
会
よ
り
木
多
会
長
は

じ
め
全
国
よ
り
多
く
の
仲
間

が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
式
典

・
懇
親
会
ま
で
ご
参
加
頂
き
、

関
東
の
会
員
と
懇
親
を
深
め

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

日
頃
会
え
な
い
仲
間
と
1

日
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
交
流
で
き
た

こ
と
、
横
の
つ
な
が
り
が
出

来
た
こ
と
、
大
変
あ
り
が
た

く
、
今
後
の
青
年
部
活
動
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
た
大
会

女 性 活 躍 推 進 事 業10電工組で女性部が10電工組で女性部が
活発に活動中活発に活動中


